　　　　　　　　チャットルームへようこそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（登場人物）

トン吉

カズ

倉矢

ヒナコ

マキ

　　　　　　　　　　　　　　　　｛１｝

夜、アパートの一室。

玄関と洗面台への出口と台所と寝室への出口がある。

上手奥にロータイプのボックス。

中央にテーブルと椅子がある。

壁にはウォールポケット。

　　　　　　

　　　　　　　　玄関からドアの開く音。

　　　　　　　　雨音が聞こえる。

　　　　　　　　玄関から現れる、浮かれ顔の男・トン吉。

トン吉　　いやー、降ってたねえー。せまいけど、どうぞ。マジ汚いから驚かないでよ。

　　　　　　　　トン吉、無意味に椅子の位置を直している。

　　　　　　　　客が入ってこないのに気付いて、再び玄関へ。　　　　　　　　　

トン吉　　何、もう、どうしたの。あ。そっか、傘か。傘は、そこ。元はゴミ箱なんだけどね。さ、ヒナコさん、上がって、上がって。

　　　　　　　　大荷物の女、ヒナコが現れる。

　　　　　　　　

ヒナコ　　表札見たけど、東吉君っていうの。トン吉ってハンドルネーム、本名からとったんだ。

トン吉　　うん、ふだんのあだ名そのまんま使ってる。いちいち考えるの面倒でさ。

　　　　　　　　いそいそと動き回るトン吉と対照的に

ゆっくりと部屋の中を見回すヒナコ。

ヒナコ　　かえって気を使わせちゃったね。駅まで迎えに来てくれたし。

トン吉　　メール貰って嬉しかったよ、近くまで来たんなら、折角だもんね。夜だし、こんな雨じゃなかったらもっとこの辺を案内できたんだけど。

ヒナコ　　いいの、トンちゃんの住んでる部屋が見たかったから。

トン吉　　本当に？

ヒナコ　　お部屋の方がゆっくりおしゃべりとかできるじゃない？

トン吉　　いいねえ、そういう言い方されると、いいよ。（とヒナコの背後から手を回そうとする）

ヒナコ　　（ＣＤの棚に駆け寄って）へーこういうの聞くんだー。ピクミンの歌まだ持ってるの？（今度は本棚）ベラベラブック。買っただけでしょ。あ、癒し系絵本もある。ＯＬさんみたい。

トン吉　　ヒナコさん、ちょっと、

ヒナコ　　うわーなにこれー！やさしい催眠術。あやしー、ねえ、やってやって。

トン吉　　あの、それ、借り物だから、戻してくれる？まあいいや、座ってよ、何飲む？えっとねー、コーラでしょ、お茶でしょ、それとも、あったかいのがいい？お湯沸かすけど。

ヒナコ　　…………。（ちらっと携帯を出し、見る）

トン吉　　ヒナコさん？

ヒナコ　　聞こえる？

トン吉　　え。

ヒナコ　　さっきよりひどくなった、雨。

トン吉　　そう？よく分かんないけど。雨がどうかした？

ヒナコ　　お茶でいいよ。

トン吉　　えっ…、冷たいのでよかった？

ヒナコ　　うん、ありがとう。そうそう、お土産持ってきたんだ、食べてね。

トン吉　　お土産？

　　　　　　　　　ヒナコ、パン屋の包みをカバンから出す。

トン吉　　あっ、それ、

ヒナコ　　トンちゃんの大好きな、ベーカリー・ピピネラのメロンパンだよ。

トン吉　　わあ！マジ？

ヒナコ　　近くにお店無くて、なかなか食べられないってチャットで言ってたでしょ。

トン吉　　ピピネラのメロンパン！うわー食べたかったんだー。

ヒナコ　　メロンパンさえあれば幸せだってのも本当だったんだ。

トン吉　　そりゃもう大好きだもん、ああいい匂い。ありがとう。

ヒナコ　　どういたしまして。

トン吉　　あーどうしよう、まじ幸せ、うれしいなあ。

ヒナコ　　よかったね。

　　　　　　　　と、トン吉の携帯が鳴る。

　　　　　　　　ヒナコを避けるように電話に出るトン吉。

　　　　　　　　再び自分の携帯を出して見るヒナコ。

トン吉　　　（小声で）もしもし、あゆちゃん？こんばんは、夕べはごちそう様、すごく楽しかった。え、今？寝てた。ううん、いいよいいよ。…今度か、どうしよっかな。嘘嘘、飲みにつれてってよ。うん、空いてる日が分かったら電話するから。じゃ。（切る）

ヒナコ　　（覗き込んで）彼女さん？

トン吉　　（びくっとして）まっさか、僕、今は彼女作らないって言ったじゃん。友達、友達。

ヒナコ　　友達、ねえ。トンちゃんって、友達の基準が曖昧そう。

トン吉　　だって、友達は多い方がよくない？

ヒナコ　　（じっとトン吉を見る）

トン吉　　　え、なに。

ヒナコ　　こうやってオフで会ってもさ、雰囲気変わらないね。

トン吉　　本当。

ヒナコ　　私は？

トン吉　　背がちっちゃいんで意外だった。後は予想通りかな。

ヒナコ　　ふーん、それだけ。

トン吉　　それが大事なんだって！駅に迎えに行ったらちゃんとした女の子が立っててほっとしたよ。こないだ会った子なんて顔がフリーザそっくりでビビったの何の、はっ。（口を押さえる）いや、あのね？

ヒナコ　　（平然と）ふうん、チャットやメールと実際会うのとはやっぱギャップあるよね。

トン吉　　そこが実際相手に会ってみる醍醐味っていうか、ねえ？（と回り込む）

ヒナコ　　（さっと外して）そういうもんなの？

トン吉　　（さらに寄る）ね、ね、ヒナコちゃんって呼んでいいかな、さん付けって、文字を打つのは良かったけど、口にするとさ、固くない？

ヒナコ　　初対面の相手にちゃんで呼ばれるのって、何だかなあ。

トン吉　　そ？じゃあ、ヒナコさんって呼ぶけどさ、ちょっと寂しいなあ。確かに会うのは初めてだけどチャットで知り合って、もう三ヶ月位にならない？そういう意味では初対面なんかじゃないんだけどな。

ヒナコ　　まあね、だからここに来たんだし。

トン吉　　嬉しかったなあ、ヒナコさんから会いたいって言ってきた時には正直驚いた。最初の頃、けっこうそっけなかったしさ。

ヒナコ　　会いたくなったのよ。トンちゃんなら、問題ないかなって。

トン吉　　無い無い！あのね、これも大事なこと。一人に縛られている間に、一体何人との出会いをおじゃんにしていると思う。出会いは可能性だよ？チャンスは掴めるだけ掴まなきゃ。

ヒナコ　　これもチャンス？

トン吉　　もちろん。だから会いに来てくれたんだろ。

ヒナコ　　その通りよ。トンちゃんって、つまりいろんな子と遊んでるのよね。一人暮らしだし、全く自由なんだよね。想像した通りの人で良かった。だからいいのよ、だから私は来たの。

トン吉　　（測りかねて）え？

ヒナコ　　いくらなんでも彼女持ちには頼めないからね。

トン吉　　……いってる意味が。

ヒナコ　　私、お泊りしちゃダメかな。

トン吉　　泊まる？

ヒナコ　　ここに泊めて欲しいんだけど。ダメなら遠慮なく断って。

トン吉　　……いっ、いいよお？もう、ぜんっぜんオーケー！なあんだ、そんな事。えっとねー、それなら、コンビニ行った方がいいかな、歯ブラシとか、

ヒナコ　　持ってる。

トン吉　　そう？あの、パジャマは僕のでいいよね？

ヒナコ　　大丈夫、おかまいなく。

トン吉　　寝室ね、あっち。ベッド狭いかもしんないけどごめんね。

ヒナコ　　おかまいなく、持ってきたから。（と、大きなバッグから寝袋を出す）

トン吉　　……え？

ヒナコ　　トンちゃんはあっちで広々と寝て。私はここで十分だから。

トン吉　　ヒナコさん？

ヒナコ　　ん？

トン吉　　そこで寝るの。ていうか本当に泊まるだけ。

ヒナコ　　うんそう。私たちチャット仲間なのよ。チャットっておしゃべりって意味でしょ。おしゃべりを楽しむのが正しい関係だと思う。

トン吉　　た、正しい関係。

ヒナコ　　つまりこの部屋はバーチャルでなくて現実だけど、やっぱりチャットルームなの。トンちゃん、まさか何かするつもりで部屋に入れたの。聞いてないけど。　　

トン吉　　（ぼそっと）まあ、なし崩しにそっちに持ってけばいいだけだし。（振り向いて）やだなあ、もともとそんなつもりないよ。僕だってただ会いたかっただけなんだからさ。

ヒナコ　　よかった。

トン吉　　だから部屋に泊まる位の事、深く考えなくていいよ。

ヒナコ　　うんわかった。何日位ステイするか分からないけど、よろしくね。

トン吉　　……何日って、何日も？

ヒナコ　　泊まっていいっていったもんね。

トン吉　　ちょっと待ってよ、そんな、困るよ、何日もだなんて。大体、どうしてそんな、

ヒナコ　　私の話を聞いて。大事な話なの。聞いてちょうだい。

トン吉　　は、はい。

ヒナコ　　一切何も聞かないでちょうだい。

トン吉　　こ、言葉の使い方が変だよ？

ヒナコ　　黙ってこの部屋にかくまって欲しいの。

トン吉　　……は。

ヒナコ　　わたし、追われてるの。

ヒナコ、封筒を取り出す。封筒は茶色ではなく、鮮やかな色がよい。

大き目のシールで封をされている。

ヒナコ　　これでどう？確認して。

トン吉　　（封筒の中身を確認）こ、これ？ 

ヒナコ　　百五十万じゃ、たりない？

トン吉　　百五十万もあるの、これ！

ヒナコ　　現金で持ってるの不安なら振り込んであげるよ。口座番号教えて。

トン吉　　待ってよ、だから、だから全然話が見えないんだってば！

（慌てて封のシールをしつこく貼りなおす）

ヒナコ　　どうしてェ？簡単じゃない、私、お金払うからここに置いてって言ってるだけなのよ。

トン吉　　だから、どうしてかって聞いてるんだよ。

ヒナコ　　何も聞かないでって言ったでしょ。

トン吉　　だから。

ヒナコ　　ダカラダカラって、トンちゃんサントリーの回し者？大体あの手のポカリもどき、あれこれ出回り過ぎなのよ！あれ飲んだ位で本当に健康になるの？それよりも「ボコ」！あれで痩せたって人見た事無いんだけど。大して美味しくも無いし量も少ないのに、買っちゃったわよ二回も！

トン吉　　そんな事でキレられても困るんだけど。

ヒナコ　　いい？こっちはこれだけ払うって言ってるの。なのにあなたは、それじゃ嫌だって言う。ここってそんなに高級な部屋なの？ハリウッドスターでも泊まりにくるの？

トン吉　　いや、だからね？

ヒナコ    またダカラって言った。

トン吉　　わかった！じゃあ、ヒナコさんに、あらためて聞くよ。「かくまう」って、どういう事？

ヒナコ　　「追われている人を、こっそり隠すこと」

トン吉　　意味じゃなくて！

ヒナコ　　何よ。

トン吉　　さっきから、話がかみ合ってないよ。それにヒナコさんは僕にお願いしている立場だろ？なのにさっきから僕の方が責められてるような気がするんだけど。

ヒナコ　　責めてるもの。あなたの物分りの悪さを。

トン吉　　物分りの悪いのはむしろそっちじゃないか。あのさ、はっきり言うよ。何だか分かりませんが、これは無茶な話です。とにかくあなたをここには置けません。てか、今すぐ出てってください。

ヒナコ　　ダメです。

トン吉　　ダメぇ？

ヒナコ　　言っとくけど私、あなたにもうお願いなんてしていないのよ、命令しているの。

トン吉　　なっ、

　　　　　　　　　

　　　　　　　　ヒナコ、カバンからビニール袋に入った白い粉を取り出す。

　　　　　　　　びっくりしてヒナコの顔を見るトン吉。

トン吉　　……こ、これ。

ヒナコ　　そうよ。

トン吉　　まさか、これ、

ヒナコ　　その名前を言わない方があなたの為よ。見ちゃっただけでもすでにヤバイんだから。これが何なのか見当ついたなら黙って頷いてみて。

トン吉　　（慎重に頷く）

ヒナコ　　そういう事。このせいで組織から追われているのよね。

トン吉　　…………。

ヒナコ　　いい？もし私を追い出そうとしたら、組織にここの場所をバラす。あなたがいくら何を言っても、組織はあなたをただじゃすまさないはずよ。

トン吉　　そ、組織って、まさか。

ヒナコ　　私これでも切羽詰ってるの。他に行く所がないの。身を隠さなきゃ、いつか捕まる。捕まれば、きっと消される。どうせ捕まって消されるなら、いっそ薄情なあなたを道連れにするわ。ここで二人で死にましょ。

トン吉　　そんな、冗談じゃない。

ヒナコ　　その通り、追い出されるなんて冗談じゃないわ。あなたはただ私をかくまえばいいの。時期が来たら私は出て行く。百五十万はあなたのもの。何が気に入らないの。

（と、ウォールポケット中段に、札束の入った封筒をシールの面が見えるように挿しこむ。ここが封筒の定位置となる）

トン吉　　気に入るとか気に入らないとか、そうだよ、どうしてだよ、どうして僕なんだよっ。

ヒナコ　　インターネットでの出会いって便利よねー。ふだん全然接点ないから足が付かないんだもん。潜伏先に最適。

トン吉　　……だから？

ヒナコ　　またダカラって言うー。

トン吉　　そんな出会いなんていくらでも作れるじゃないか、よそを当たってくれないかな。

ヒナコ　　あ、それは無理。あなたに決めたから。

トン吉　　なんで！

ヒナコ　　トンちゃんさぁー、チャットでちょっと仲良くなったからって顔も知らない女にホイホイ会ったりするから、こんな事になるんだよ？これは、トンちゃんのミス。

トン吉　　そんな。

ヒナコ　　その上、部屋に上げたりして、危ないよ。よかったね、私がお金くれる人で。もし美人局だったら今ごろ有り金全部巻き上げられてるんだから。

トン吉　　いっそその方がマシだった……。

ヒナコ　　私ね、潜伏先を探す、その為だけに、チャット始めたのよ。もしも事件に巻き込まれても、それほど可哀想じゃない人を探してたの。トンちゃんは見事に当てはまったわけ。あなたみたいな誠意の無い遊び人が、社会をダメにしているの。分かる？

トン吉　　白い粉持ってる女にそんな説教されたくないよっ！大体どうしてそんなものを持ち歩いているんだよ！

ヒナコ　　…………。

トン吉　　ヒナコさん？

　　　　　　　　ヒナコ、急にうつむく。

ヒナコ　　……こんなもので自由になろうなんて、バチが当たったのね。

トン吉　　え。

ヒナコ　　これが自由へのチケットに化けるって、思い込んでいたの。

トン吉　　自由。

ヒナコ　　自由なんて無かった。組織は、この世の悪いこと全てを煮詰めたような場所だったわ。私、耐えられなくなっていた。そして構成員の恋人と一緒に、組織から逃げたの。

トン吉　　…………。

ヒナコ　　逃げる為には、いっぱいお金が必要だった。これを売って、どこか遠い国でひっそり暮らそうねって。もうあんな生活嫌だった。でも足を洗わせてはもらえなかった、方法が無かったの。もう、二人で逃げるしか。

トン吉　　あの、恋人って人は。

ヒナコ、わっと泣き出す。

トン吉　　ヒナコさ、

ヒナコ　　たった一つよ…！アタッシュケースにぎっしり入った、たったの一つなのよ！こんな、こんな物が、人の命より重いって言うの。

トン吉　　……まさか。

ヒナコ　　トンちゃん。あの人と最期に約束したの。お前は生き延びろって言われた。私、捕まりたくない。怖い、怖いの……。

　　　　　　　　トン吉、泣き崩れるヒナコをどうしていいか分からずに、

取り合えず抱き寄せようとする。顔をこわばらせて飛びのくヒナコ

トン吉　　あっ、ご、ごめん、そういうんじゃないんだ。ただ。

　　　　　　　　間。

ヒナコ　　お願い…助けて。

トン吉　　…………。

ヒナコ　　今だけはひとりにしないで。もう一人ぼっちは嫌なの。

トン吉　　…………。

ヒナコ　　お願い、怖いの、怖い事を今だけは考えたくない。

トン吉　　いいなあ。

ヒナコ　　え。

トン吉　　真剣に惚れる相手がいたなんて、うらやましいよ。僕にはもう無理だからさ。

ヒナコ　　…………。

トン吉　　僕ねえ、遊び人って君は言うけど、昔は一応普通に彼女とかいたんだ。最後の彼女と、どうして別れたかって言うとね、これがもう、すっごい下らないの。

ヒナコ　　なに？

トン吉　　街で何人か歩いてる中に彼女を見かけたんだ。そしたら、その、キレイなんだよ。何より表情が、僕と会ってる時よりずっと素敵だった。慣れちゃって相手のどこがいいか分かんなくなってた頃で、ショックでさ。思ったんだ、ああ、付き合うって、互いをつまらなくしていくだけだなって。そしたら急に、他の女の子が欲しくなった、刺激がね。

ヒナコ　　（顔を伏せる）

トン吉　　でも付き合えばまた別れなきゃいけないだろ。だから僕はそれからは誰とも付き合ったりしないようにしたんだ。ヒナコさんの言うように、僕は遊び人だ、どうしようもない、ね。……そういえば腹減ったね。

ヒナコ　　……え。

トン吉　　パン食べていい？お土産にくれた、ピピネラのメロンパン。

トン吉　　…………。

ヒナコ　　（袋を覗き）うわ、マジうまそー。チャットでは一回位しか言ってなかったと思うけど、これが好きだってよく覚えててくれたね、はい。

　　　　　　　　トン吉、メロンパンを二つ袋から出し、一つをヒナコに渡す。

　　　　　　　　戸惑いつつ手にするヒナコ。

笑顔で香りを楽しんでいるトン吉の横で、うつむいている。

トン吉　　僕さあ、結構単純でさ。好きな物を食べると、すぐに幸せって思っちゃうんだよね。で、何だか大丈夫って気がして来るんだ。何が大丈夫なのか意味わかんないけど。

ヒナコ　　…………。

トン吉　　メロンパンなんてかじって笑ってる僕は、とにかく何だか大丈夫だってさ。

ヒナコ　　…………。

　　　　　　　　間。ヒナコはパンを持ったまま押し黙っている。

　　　　　　　　トン吉、ヒナコの横まで近づく。

トン吉　　あーん。（口をあける）

ヒナコ、ぽかんとする。

口をあけて待っているトン吉。

とりあえす自分のパンをちぎってトン吉の口に持っていき、

食べさせるヒナコ。

トン吉　　（飲み込んで）やっぱこれうまいよ。

ヒナコ　　…………。

トン吉　　あーん。

トン吉、口をあける。

間。

　　　　　　　　目が合ってぷっと吹き出す二人。

　　　　　　　　トン吉にパンを食べさせるヒナコ。

　　　　　　　　二人、くすくす笑いはじめる。

トン吉　　食べてみなよ。

ヒナコ　　（食べて）……おいしい。

トン吉　　だろ。幸せにならない？

ヒナコ　　ちょっと、大げさかな。

トン吉　　マジで？

ヒナコ　　でもトンちゃんはいい顔して笑うね。

トン吉　　そりゃそうだよ。……そうだ。飲み物まだあっちに。

ヒナコ　　いいよ。私が取ってくる。

　　　　　　　　ヒナコ、台所へ消える。

　　　　　　　　トン吉、しばしパンをかじっているが、

無造作に置きっぱなしになっているビニール袋に気付く。

用心深く手に取るトン吉。と、袋が広がるので驚く。

（チャック式の袋が、チャック部分を隠すように四つ折になっている。）

袋を開け、おそるおそる指を入れ、ついた粉をなめてみるトン吉。

確認で、もう一度なめる。

延々と袋の中身をなめ続けるトン吉。

間。

トン吉　　……甘い。

　　　　　　　　トン吉、袋を乱暴に置き、台所へ向かおう立ち上がる。

　　　　　　　　が、再び座り、袋を折って元の場所に戻す。

　　　　　　　　台所に目をやり、トン吉、ため息。

　　　　　　　　パンをもう一口かじる。

　　　　　　　　暗転。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛２｝

　

　　　　　　　　やがて明るくなる。

　　　　　　　　幾日かが経過した、トン吉の部屋。

　　　　　　　　ウォールポケットには封筒が入ったままで、シールもそのまま。

以来開封されていないことを意味している。

目を閉じてトン吉と向き合ってい男、カズ。

トン吉の手には本。

トン吉、本を見ながらカズに何故か催眠術をかけている。

トン吉　　あなたの中で光の粒がゆっくりと暖かくなってきます。それは勇気の光です。暖かさが指先まで染み渡っていくのが分かりますね？あなたはどんな困難も乗り越える勇気を持ちました。僕が三つ数えると、まるでヒーローのように危険に真っ直ぐ突き進んでいく事ができます。１，２，３。はい、目を開けてください。

カズ　　　ぐうー。

トン吉　　もしもし、もしもし、起きて下さい、カズ先輩。もしもーし。

カズ　　　星三つですっ！…はっ。

トン吉　　何の夢ですか。

カズ　　　何で起こすんだ！ゲストは井川遥だったんだぞ！

トン吉　　す、すいません先輩。…てことは熟睡ですね。

カズ　　　最近寝不足だったからなあ。

トン吉　　どうです？勇気が湧いた感じとか、誰にも俺を止められないぜ！みたいな気分してます？

カズ　　　ぜんぜん。ふつう。

トン吉　　駄目かア、このマニュアルまるきりだめっすね。

カズ　　　トン吉、俺が貸した本が駄目とはどういう意味かな？ん？

トン吉　　すいませんでした髪の毛抜かないで下さいっ。

カズ　　　やさしい催眠術ってタイトルなんだよこの本は。やさしいんだよ出来ない訳無いだろ。

トン吉　　でも失敗は失敗なんです。「危険を省みずまっすぐ突き進む暗示」掛からなかったんでしょ。大体、どうして急に本読んで練習しろとか掛けてみろとか。

カズ　　　俺はこの街の伝説になるんだ。そして自伝を出版する。

トン吉　　は。

カズ　　　この野良犬のような俺の人生、ろくなもんじゃなかった。盗んだバイクで走り出し、夜の校舎窓ガラス壊してまわった。だからこの部屋は落ち葉に埋もれた空き箱みたいなんだ。

トン吉　　てかここ僕の部屋なんですけど。

カズ　　　トン吉、俺は強そうか？

トン吉　　いい人そうです。

カズ　　　つ、よ、そ、う、かって聞いてんだよ。

トン吉　　ぶっちゃけ全然、痛っ！

カズ　　　あと一歩突き抜ける事が出来たら、俺はワルどもの伝説になれるんだ。そのためには、催眠術による暗示で、危険を顧みない男に変身し、まっすぐ突き進まなければならない。

トン吉　　がんばって下さいね。

カズ　　　お前が頑張るんだよ。

トン吉　　何で僕なんですかあ。

カズ　　　一人じゃ催眠術が出来ないからに決まってんだろう。

トン吉　　別にこのままでも、いいんじゃないですか？カズ先輩、第一印象良いんだし、パンチパーマ絶対似合わなそうだし、人生得してますよ。

カズ　　　ばかあ！お前に俺の気持ちが分かるか！昔から悪い事をやっても誰にも疑われない、おばちゃんに飴玉をもらう、老人に道を聞かれる、パンチパーマにすれば足りないアフロと笑われる！俺は本物のワルなんだぞ！危ない橋だってちゃんと渡ってるんだぞ！皆もっと俺を尖ったナイフのように扱ってくれよ！

トン吉　　ていうかワルなんて言葉もうこの世にないんじゃないですか？。

カズ　　　だまれスケコマシ。

トン吉　　わお。

カズ　　　大体お前、女とは住まないんじゃなかったのか。まだ出てってないんだろ、チャットの、白い粉の女。

トン吉　　粉はお菓子に使う粉砂糖でした。ほら、ドーナツなんかに掛かってる細かいの。

カズ　　　あいつお前に嘘がバレたの気付いてないの？

トン吉　　まだ僕を騙してると思ってんでしょうね。今も僕は脅迫されて彼女をかくまってるって事になっています。

カズ　　　何で置いとくの。ていうか、何で騙されてやってるの。

トン吉　　いやあ……。あまりにも、馬鹿馬鹿しいから、…ですかね。

カズ　　　はあ？

トン吉　　あんな嘘付いてまで何でここに居たいのかなって。ちょっとした好奇心ですよ。

カズ　　　で、やっちゃった？

トン吉　　いいえ。寝袋で過ごすんで、彼女。

カズ　　　ひん剥きゃいいじゃん。どこ。

トン吉　　今は買い物で居ませんよ。それに、あんな訳わかんない女、手なんて出せません。

カズ　　　嘘だろ？女とピザは届いたらすぐ食うお前が。

トン吉　　（壁の封筒に目をやり、ぼそっと）それにあの大金も気味悪くて使う気になれないし。

カズ　　　バイキンがなんだって。

トン吉　　い、いえっ、アンパンマン最高っすね！（妙な間）あの、それはいいんですけど、今日はどうしたんですか？来るのは来週って言ってましたよね。

カズ　　　俺が預けてた金、三倍にしてくれた？

トン吉　　……あーあれっすか。

カズ　　　来週あたりに回収しようと思ってたけど、気が変わった。もちろん、増やしてくれたんだよね、チミ。

トン吉　　そそそれがですねー。

カズ　　　んん？

トン吉　　それが、スロットでおととい頑張ったんですけど、預かった五万円、どんどんどんどん吸い取られちゃって、も、全然ダメ。マジ泣きそうになりましたよ。役に立てなくてすいません。そ、そうだ、これ（と奥からティッシュで包んだ札）先輩が僕に託したのと同額のお金です。弁償ってのも変ですけど、お返しします。勝てたら僕も二割もらえるはずでしたのに、いやあ失敗失敗、参りました。はいどうぞ。

カズ　　　どしたの急に口数多くなっちゃって。

トン吉　　いえいつも通りっすよ。

カズ　　　おととい他の奴がスロットやりにパチンコ屋行った時、ミリオンゴッドん所でウハウハ状態のお前見たって言ってんだけど、それってどういう事なのかな？

トン吉　　その後に負けたんです。

カズ　　　店を出る時もウハウハしてたらしいけど？

トン吉　　全額すって、頭イッちゃってたんです。

カズ　　　（返された封筒の中身を確認）ひいふうみいよういつ……おっかしいなあ、足りないなあ。

トン吉　　先輩が僕に託したのはきっかり５万ですけど。

カズ　　　バカねえチミい。わかってんのよ？本当は大勝ちの大儲けしたんでしょ？でも負けた振りして儲けをポッポに入れちゃったんでしょ？こっちは三倍で返って来るつもりで待ってたのにさ。この俺をちょろまかすなんざ、いい度胸ね。だから五万円の三倍返しに、さらに慰謝料五万円追加ね。さてトン吉君、５万×３＋５万は…？

トン吉　　十万三円。

カズ　　　全部足して誤魔化すんじゃないのばかっ、5×３＋５は二十でしょっ！チミには二十万払ってもらいますよ。

トン吉　　ありえないっすよ、おかしいっすよ。

カズ　　　何がおかしいのかな、チミい。

トン吉　　今どき人のことチミだなんて。

カズ　　　そこかい。

トン吉　　ああ大変だ、リカちゃんが待ってる。今日の所は失礼します。

カズ　　　失礼しますって、ここお前の部屋だろ。

トン吉　　ま、とにかく急ぎの用なんで、失礼します。

カズ　　　俺も急ぎで金欲しいんだけどなあ。

トン吉　　放して下さい！勘弁して下さい！実は彼女は今、重病で、集中治療室で僕の事を待っているんです！

カズ　　　なんだって！可哀想になあ、ユキちゃんだっけ。行ってこい！

トン吉　　はいっ。ユキー！今行くぞー！

カズ　　　リカじゃなかったか？

トン吉　　あ。（でこを叩き）ド忘れ。

カズ　　　こら。

トン吉　　（きぜんとして）間違いは誰にだってあります！！

カズ　　　金払えよ。ほんとは儲けをくすねたんだろ？そのお金で何買うのかなー？　

トン吉　　信じてくださいよ。本当に儲けてなんかいないんです。そのお金だって、僕の貯金おろしたんです。本当なんですよ。マジ貧乏っすよ！

カズ　　　そうなの？ほんとうに？

トン吉。　はい！そんな、カズ先輩を騙すなんて僕には、

　　　　　　　　と、チャイム。

倉矢の声　　ごめんくださーい！倉矢電器でーす！

　　　　　　　　トン吉、しまったという顔をする。

　　　　　　　　自分の口を両手で覆うトン吉。

倉矢の声　　こんにちはー！西行さーん！ 

カズ　　　……なんだ？出ないの？

トン吉　　しっ！

倉矢の声　　西行さーん！ご注文の品が、今日届きましたので、お届けにあがりましたー！にーしーゆーきーさーん！

カズ　　　はあーい！

トン吉　　ああっ！

カズ、トン吉を吹っ飛ばして玄関へ。

やがてカズに通されて、荷物を持った倉矢がにこやかに現れる。

倉矢　　　あ、どうもどうも。倉矢電器です。先日は在庫が揃わなくて、失礼しました。今朝全て揃いましたので、一刻も早くとお伺いした次第です。

トン吉　　よりによって何で今日なんだ……。

倉矢　　　はい？

カズ　　　西行くん、何買ったのー？いいなー。

倉矢　　　お客様は当店で扱っている中で売れ筋ナンバーワンのインバーターエアコンをご購入されました。

カズ　　　へえー。

トン吉　　いえあの偶然です。ほら、これからもっと寒くなるじゃないですか。

倉矢　　　さらに液晶テレビにＤＶＤレコーダー、サウンドシステム。今ちょうど品薄で、ご希望の製品揃えるのにお待たせしてしまいましたが。

カズ　　　あったかいお部屋でホームシアターかなー？いいねえー。でもカードでしょ？後からローン大変じゃない？

倉矢　　　いいえ。この方は明朗会計、全て一括現金でお支払いになりました。

カズ　　　すごおーい。（拍手）

倉矢　　　では。

　　　　　　　　倉矢、いそいそと作業に消える。トン吉、逃げようとする。

すかさず首根っこを捕まえるカズ。

カズ　　　どこいくのかな。

トン吉　　ととトイレに。

カズ　　　トイレあっちでしょ。

トン吉　　最近、そと散歩しないとうんこ出ないんです。

カズ　　　ふうーん……テメーは室内犬かコラ。

トン吉　　な、なんちゃって。

カズ　　　どしたの？羽振りがいいんだねえトン吉くん。

トン吉　　くにのおばあちゃんがお年玉くれて。

カズ　　　随分気の早いバアちゃんだなコラ。

トン吉　　ゆ、夕ご飯２回食べるようなバアちゃんなんで。あははは。

カズ　　　あはははは。

カズ、トン吉にウメボシ。

カズ　　　んも～～うゆるさねえ。二十万に慰謝料上乗せ十万だな。いまここに、五万あるから……三十万引く五万はいくつ？

トン吉　　（涙ぐんで）わかりませんっ。

カズ　　　三十五万だ、おたんちん！

　

トン吉　　おたんちんはアンタだっ！

カズ　　　払えないのか。

トン吉　　無茶ッすよ。

カズ　　　じゃあ、もらってくか。

トン吉　　カズ先輩ん家、エアコンもＤＶＤも、もうあるじゃないですか。

カズ　　　違う違う、女。

トン吉　　え。

カズ　　　女もらってく。足りない分稼いでもらったら返してやっから。

トン吉　　待ってくださいよ。

カズ　　　何で？お前の女じゃないんだろ？

トン吉　　まあそうなんすけどね。

カズ　　　それか、その女に出してもらう？現金足りなくてもカードとか持ってんじゃない？家賃ゼロなんて虫が良すぎるだろ、この位、払わせろよ。

トン吉　　それは確かにそうですね。（と封筒に目線を移す）

カズ　　　だろ。

トン吉　　でも……彼女、マジ無一文らしいっすよ。だから無理ですね。

カズ　　　……「無理」ねえ。

トン吉　　参ったなあ、もう。

倉矢　　　（作業しながら）あのう室外機って、あっちに付けていいんですよね？

トン吉　　キャンセルお願いできる。

倉矢　　　え。

トン吉　　全部片付けちゃって。返金は明日でいいんで。

倉矢　　　そんな急に言われても困るんですけど。どういう事ですか？

トン吉　　まだ梱包解いてないじゃん。近いうち、何か埋め合わせはするからさ。

倉矢　　　はあ？そ、そりゃ、法律にもあるんだし、返品には応じますけどね、ちょっと滅茶苦茶なんじゃありませんかね？

トン吉　　客商売ならよくある話だろう、ガタガタ言うなよ。

倉矢　　　…本当にいいんですね？片付けますよ。

トン吉　　悪いね。

　　　　　　　　倉矢、怒って片付けに奥へ消える。

トン吉　　（へらへらと）何とか慰謝料込みで払えそうです。だから彼女のことはチャラでお願いしますよ。

カズ　　　へー。意外。そうくるとは。

トン吉　　悪者になりたくないだけですよ。

カズ　　　ふうーん。

トン吉　　……はい？

カズ　　　面白い事思いついちゃった。もっぺんやってみてよ。

トン吉　　な、何をです？

カズ　　　催眠術。

トン吉　　え？

カズ　　　目で見て分かるような単純なの、やってよ。

トン吉　　どうしてです急に。

カズ　　　もし俺が見事掛かったら、返してもらった五万で勘弁してやるよ。

トン吉　　本当ですか。

カズ　　　ちょっと男を見せてもらったからな。乗る？乗らない？

トン吉　　乗ります。

トン吉、精神集中。

そこを片付けにうろちょろする倉矢。

トン吉　　あのさ、気が散るからそこ通らないでくれる。

倉矢　　　何言ってんですか、片付けて持ってけって言ったのお客さんでしょ。

トン吉　　いいから奥入っててよ。冷蔵庫のジュース飲んでいいからさ。

　　　　　　　　倉矢、憮然として奥へ。

　　　　　　　　トン吉、カズと向かい合い、人差し指ををさっと顔の正面へ。

トン吉　　指先をじっと見てください。そのまま。……では目を閉じてください。

カズ　　　（目を閉じる）……あの、寝ちゃいそうなんだけど。

トン吉　　僕の言葉よく聞いてれば、寝ちゃったりしませんよ。はい、ゆっくり体の力が抜けていきます。少しづつ、ゆっくり力がぬけますよ。すると目の前に下へと降りる階段が見えま、

カズ　　　ここ１階じゃん。

トン吉　　だから、僕の言葉を最後まで聞いて下さいってば。…目を閉じると、階段が！あります。とにかくあります。あなたは降りていきます。一段、二段、三段、どんどん深く降りていきます。僕が三つ数えたら、目が開きます。１・２・３。

　　　　　　　カズ、目を開ける。

カズ　　（きょとんと）掛かってるの、これ。

トン吉　　ええ、きっと。今は無自覚に催眠状態なんだと思います。では両手を合わせてください。僕が今から三つ数えます。するとあなたの両手はくっ付いて離れなくなります。１・２、

カズ　　　ほい。（離す）

トン吉　　人の話を聞いて下さい、三つ数えさせてくださいよ。

カズ　　　わるい、つい。

トン吉　　では、両手を合わせます。

カズ　　　地味だよつまんない。いただきますみたいでやだ。

トン吉　　じゃあ先輩と僕の手をくっ付けましょうか。

カズ　　　野郎と握手なんてやだ。

トン吉　　先輩がイヤなのに手がくっ付いてたら分かりやすくありません？。

カズ　　　確かに。面白そうだな、やってやるよ。面白ついでに、手が離れる呪文は早口言葉の「新春シャンソンショー」を３回言うか、言ってもらう事。

トン吉　　呪文ってなんすか、魔法じゃないんですよ。それにそんな難しそうな、

カズ　　　あれ、出来ないの？じゃあ、全部無しにするか。

トン吉　　いえいえやります。やりゃあいいんでしょ。

　　　　　　　　トン吉、カズの手のひらと自分の手のひらを、開いたまま合わせる。

トン吉　　いいですか、あなたの手と僕の手は、今から三つ数えると、くっ付いたまま、どうやっても離れなくなります。手を離す為には、「新春シャンソンショー」と３回、正確に言うか、聞かなければいけません。さあ、三つ数えると、僕とあなたの手は、もう離れませんよ。それでは、数えます。

カズ　　　（ぼそっと）失敗したら、罰金プラス十万な。

トン吉　　…………。

カズ　　　ほら数えろよ。

トン吉　　（泣きそうになって）……１・２・３。

　　　　　　　　トン吉、そっとカズの顔を盗み見する。

　　　　　　　　カズ、にっと笑ってトン吉から手を離そうとする。

　　　　　　　　瞬間、カズの手を強く握り締めるトン吉。

　　　　　　　　トン吉、取りあえず愛想笑い。

　　　　　　　　間。

カズ　　　……離せよ。

トン吉　　離れません。

カズ　　　てめーが離さないだけだろう。

トン吉　　いいえもう離れません。

　　　　　　　　カズ、トン吉の手をなんとか外そうと試みるが、

　　　　　　　　どうやっても離れない。

カズ　　　認めろよ失敗なんだろ！離せっ！

トン吉　　（必死に）いいえ離れません！

カズ　　　離れないって、お前が握り締めてんだろが！

　

トン吉　　手が勝手にこうなっているんですおかしいなあ！

カズ　　　しつこい奴めっ！

　　　　　　　　と、カズの携帯が鳴る。

　　　　　　　　ゼーゼーいいながら空いている方の手で出るカズ。

カズ　　　もしもし。ボスですか。…ど、どうしたんですボス！声が震えてるじゃないですか、何かあったんですか？ええっ！ヤバイ事になっちまった？トニーの奴がしくじった？今夜港で決着を立ち入り禁止の波止場の第三倉庫に預けたですって？はい！分かりました、ただちに！（切る）おいトン吉、離せ。

トン吉　　（首を振る）

カズ　　　緊急事態なんだ、離してくれよ。俺は行かなきゃならない。（無茶苦茶に手を振るが、とにかく離れない）ええいもういい、五万で勘弁してやる、だから手を離してくれ！

トン吉　　本当に。

カズ　　　ああ本当だ、手を離してくれたら、後の儲けはお前にやる。約束しよう。

トン吉　　わかりました。

カズ　　　鶴舞線庄内緑地公園駅のホームで待ってるカルメンに、遅れるけど必ず行くと伝えてくれ。

トン吉　　任せてください。

カズ　　　ありがとう。

　　　　　　　　カズ、トン吉を振り切るように行こうとするが、

逆に引っ張られてしまう。

カズ　　　疑り深い奴だな！もういいって言ってんだろ！

トン吉　　違います！僕は離してますよ、ほら。

カズ　　　えっ。

　　　　　　　　カズ、くっ付いている手を見る。

　　　　　　　　伸びきったトン吉の手をしっかり握りしめているカズの手。

カズ　　　ああっ。手が勝手に！

トン吉　　僕の催眠術、後から効いてきたんですよっ！

カズ　　　何嬉しそうにしてるんだよ、解いてくれよ。

トン吉　　はいっ。（新春シャンソンショーを３回言おうとして失敗）

カズ　　　へたくそっ！（同じく失敗）

トン吉　　お互い様でしょう。大体先輩が、変な解除キーワード設定するから！

カズ　　　絶対失敗すると思ったんだよ！

トン吉　　なのに僕を乗せたんですか。

カズ　　　あ！そうだ。おい！倉矢電器！おい！

倉矢　　　（チューチューを手に現れる）お客さん何なんですか、あっち行けとかこっち来いとか。…何なさってるんです。

カズ　　　アンタ、早口言葉得意？

倉矢　　　滑舌には自身あります。

トン吉　　新春シャンソンショーって３回言ってくれる？

倉矢　　　はい。（胸を張って）新スンサンソンソー、

カズ　　　ダメだあー！！

倉矢　　　もう一回お願いします！今のはちょっと調子が、ねっ？

　　　　　　　　三人、口々に早口言葉。

「一回目から言えてない新春シャンソンショー」の洪水状態となる。

　　　　　　　　カズ、ついにブチ切れる。

カズ　　　あーっ！もういいっ！（倉矢に）お前は首！

倉矢　　　ええっ。

カズ　　　どんなハンデがあろうと俺は行く！ボス！待っていて下さい！俺も戦います！

トン吉　　（引きずられて）待って待って待って！

カズ　　　トン吉、お前を巻き込みたくはなかったが、くっ付いてる以上仕方ない。一緒に来い。

トン吉　　一体何の危ない橋渡ってるんですか。よしましょうよ！

カズ　　　諦めろ、俺と一緒に死んでくれ。

トン吉　　いやだーっ！

　　　　　　　　カズ、トン吉を引っ張って出て行こうとする。

　　　　　　　　トン吉、とっさに呆然と見ていた倉矢の腕を掴む。

倉矢　　　なな何すか？あの、商品回収して五時までには帰りたいんですけど。

トン吉　　だったら踏ん張ってくれよ。でなきゃアンタも道連れだ。

倉矢　　　道連れって？道連れって何の！？

トン吉　　知るか！やばい仕事なんでしょカズ先輩。よしましょうよ。

カズ　　　そうはいくか。

トン吉　　命あってのものだねでしょう！

カズ　　　俺は死ぬために生きる男だ。

トン吉　　待ってりゃ誰だって迎えが来ますよ急ぐ事ないっすよ！のぞみよりこだまっすよ！それにもし死んだら、大好きなメロンパンがもう食えなくなるじゃないですか！

倉矢　　　何訳分かんない事言ってんです私ゃ関係無いでしょ！離して下さい！

トン吉　　無理！

倉矢　　　むりって！

カズ　　　俺は行くぞ！何としてでも！

　　　　　　　　カズ、渾身の力で出口へ二人を引っ張り始める。

　　　　　　　　負けじと反対方向へ引っ張る二人。

　　　　　　　　部屋の隅まで引き戻した時、

奥に隠れて転がっていた寝袋が邪魔で蹴っ飛ばす倉矢。

ヒナコの声　　痛ったあい！

　　　　　　　　寝袋、ころころと中央へ。

　　　　　　　　動きが止まる三人の前で、寝ぼけて不機嫌に顔を出すヒナコ。

ヒナコ　　（ムッとして）……誰？

トン吉　　そうだ！まだ希望が！

カズ　　　こいつが例の？ここで今まで？

トン吉　　隠しててすいません。

倉矢　　　この騒ぎに寝てたんですか？。

トン吉　　そういう人なんで。ちょっと、ヒナコさん寝直さないの。ファスナーあけて。立って。

ヒナコ　　（寝袋ごと立つ）ええー？なによー。

トン吉　　ヒナコさん、早口言葉得意？

ヒナコ　　苦手。

トン吉　　即答かい。

カズ　　　…それでもパンドラの箱には違いない。

トン吉　　ヒナコさん、新春シャンソンショーって、三回言ってくれる。

ヒナコ　　何で。

トン吉　　何ででも。

ヒナコ　　えー？新春、何。

トン吉　　　あのね、新春、シャンソン、ショー　

ヒナコ　　　（ゆっくりと）新春、シャンソン、ショー。

三人　　　　…………。

ヒナコ　　新春、シャンソン、ショー。新春、シャンソン、ショー。……別にゆっくりでもいいんでしょ。

　　　　　　　　顔を見合わせる三人。

　　　　　　　　カズとトン吉の手が、ふっと離れる。

　　　　　　　　ので、倉矢の手をふっと離すトン吉。

　　　　　　　　間。

三人　　やったあああ！！

　　　　　　　　三人、抱き合って大喜び。

　　　　　　　　寝起きの険しい表情のまま無感動にそれを見ているヒナコ。

トン吉　　先輩、五万だけで本当に勘弁してくれるんですね！

カズ　　　しかたねえ、持ってけドロボー！

トン吉　　倉矢電器さん、さっきのキャンセルをキャンセルしてくれる。

倉矢　　　はあ？

トン吉　　エアコンすぐつけちゃってよ。

ヒナコ　　そう言えばそうだよＤＶＤとかまだなの？折角トンちゃんがスロットで、

トン吉　　わー！さっさと始めてくれるかな！

倉矢　　　本日の業務は終了しましたっ。

　　　　　　　　倉矢、荷物を放棄して帰ってしまう。

トン吉　　ありゃ客商売に向いてないな。

ヒナコ　　……トンちゃん、あのお金、使わなかったね。どうして。

トン吉　　えっ。･･････話聞いて、（はっとして）どこから！？

ヒナコ　　アンパンマンが最高って所。

トン吉　　……うわぁお。

カズ　　　（懐の意味不明な武器をチェックし）よおし、ボス！今行きます、決闘だ！奴らを蜂の巣にして金城埠頭に浮かべてやるんだ！

トン吉　　ええっ？だからよしましょうって。

ヒナコ　　そうだよ良くないと思う。

カズ　　　だがこれが俺の求める道だ。殺るか殺られるか、それだけだ。俺は、ならず者の世界への扉を今開けるのさ。この仕事でボスに認められれば、俺は本物になれるんだ、ならず者は男のロマンなのさ。

トン吉　　先輩、似合わない上に危険です。

カズ　　　危ないからこそ進む価値があるんじゃないか。俺は危険を顧みず、まっすぐ付き進むのさ。誰にも俺を止められないぜ！

トン吉　　　（気付く）そうか、一番最初に掛けた催眠術が…。先輩待った！

カズ　　　何も言ってくれるな。俺は伝説になる。あばよ

　　　　　　　　カズ、飛び出していく。

　　　　　　　　急ブレーキとドンという音。

　　　　　　　　慌てて窓の外を見る二人。

ヒナコ　　赤信号なのにバイパス渡ったのあの人。

トン吉　　危険を顧みず、まっすぐ突き進んだんだ。

ヒナコ　　でも良かったね。

トン吉　　え。

ヒナコ　　ならず者にならなくて済んだじゃん。あ、動いた。

トン吉　　（ため息）救急車呼ばなきゃ。

トン吉、外へ消える。

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　｛３｝

ヒナコ　　ココニイマス。

　　　　　　　　明かりが変わる。

　　　　　　　　

　　　　　　　　時計がコチコチと音を立てている。

　　　　　　　　ヒナコ、さっぱりとした軽い表情。

ヒナコ　　ココニイマス。

　　　　　　　　間。

ヒナコ　　何時。六時。朝の。夜の。

　　　　　　　　　間

ヒナコ　　時間がどっかいっちゃいそう。

　　　　　　　　　間

　　

ヒナコ　　（時計を指差し）私が見ててあげるから君は時計なんだよ。知ってた？

　　　　　　　　ヒナコ、ゆっくりと部屋を見回す。

　　　　　　　　立ち上がり、荷物を持ってきて再び座る。

ヒナコ　　ココニイマス。　　　　　　　　

ひざに乗せたカバンのポケットから、携帯。

誰かにメールを送信している。

　　　　　　　　しばらく待つ。　　　　　　　　

携帯をしまうヒナコ。カバンをしばらく見ている。

　　　　　　　　大きなため息とともにカバンをきつく抱きしめ、やがて顔を上げる。

ヒナコ　　寝よう。起きてるから駄目なんだよ。起きてるから、私は。（笑って）ほらまた。

　　　　　　　　ヒナコ、低いカラーボックスの上にある寝袋のところへ。

ヒナコ　　笑って眠ればいい夢見られるよ。おやすみなさい。

ヒナコ、ニコニコして寝袋に入り込んで横になる。

　　　　　　　　トン吉、奥の部屋から出てくる。手には本。

トン吉　　ねえ。

ヒナコ　　…………。

トン吉　　昨日の夜、一晩中メール打ってなかった？

ヒナコ　　まずかった？

トン吉　　いいんだけど、最近毎晩じゃん、音は切って欲しかったかなって。

ヒナコ　　うんごめん、もうメールはやめるよ。

トン吉　　ダメなんていってないよ、音だけ、気をつけて。

ヒナコ　　了解です。

トン吉　　……ヒナコさん。なにかあった。

ヒナコ　　…………。

トン吉　　ひょっとして、ここに来てからずっと部屋の中にいない？一度、外に出てみたら？今日、いい天気だったよ。

ヒナコ　　私、今は外の天気に興味ないの。私、雨の日に来たでしょ。だから、私にとっては、いつまでもずうっと雨なの。

トン吉　　どういうこと。

ヒナコ　　私、追われてるの。

トン吉　　（ぼそっと）出た。

ヒナコ　　私、追われてるの。だから、外には一歩も出られないの。外が晴れでも雨でも、この部屋の中だから、天気は関係ない。私的には雨で決定です、雨の日は寝るに限ります。

トン吉　　だからって、毎日一日中その中で寝てるかなあ。もしも僕から身を守ってんなら、そんな心配しなくていいのにさあ。

ヒナコ　　トンちゃんが約束通り私に何もしない所、ちょっと見直してるんだよ。

トン吉　　それはどうも。

ヒナコ　　じゃあさ、私が眠くなくて、トンちゃんが暇な時はチャットでもやろうよ。

トン吉　　目の前に相手がいるのに？

ヒナコ　　ここチャットルームじゃん。今チャットしてるよ。私達。

トン吉　　そうでした。……ちょっと、また寝るの？

ヒナコ　　寝てると、暇じゃなくていいよ。追われる身は、結構暇なのよ。

トン吉　　…じゃあさ。すぐ戻るから、ちょっと留守番頼むよ。いい加減、借りた本返しにいくんだ。

ヒナコ　　（けだるそうに）ああ催眠術の本。

トン吉　　そう。……あれ？財布。（奥の部屋へ戻る）

ヒナコ　　……ねえ、トンちゃん。ちょっとお願いがあるんだけど。

トン吉の声　　え、聞こえない、こっちで言ってよ。

　　　　　　　　ヒナコ、寝袋のまま、ぴょんぴょんと奥の部屋へ。

　　　　　　　　間。

　　　　　　　　何かが壊れる音。

　　　　　　　　さらに間。

　　　　　　　　あたふたと寝袋を引きずって現れるトン吉。

　　　　　　　　部屋の隅の低いボックスの手前でぐにゃぐにゃと動く寝袋。

それを段上に押し上げる。

　　　　　　　　トン吉、テーブルの本を持って慌てて出て行こうとするが、

結局投げ戻して走り去る。

　　　　　　　　　

しばしの時間経過。　

　　　　　　　　　チャイムが鳴る。

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　さらにチャイム。

　　　　　　　　　間をおいて、チャイムの連打が続く。間。

　　　　　　　　

　　　　　　　　　今度は、ドアノブをガチャガチャいじる音、

少し壊れた様な音がする。　

続いて、ドアが開く音。

女の鼻歌が聞こえる。

明るく入ってくる女・マキ。

大き目のバッグをたすきに掛け、

手には食材や花の入ったスーパーの袋。

そしてベーカリーピピネラのクッキーの箱。

片耳だけ外していたイヤホンを耳に付け直し、

ウォークマンで音楽の続きを聞いている。

マキ、バッグを下ろし、歌いながら食材を奥の台所へ持って行く。

戻ると次に空き瓶とペダルペールを持って現れ、

買ってきた花の余分な葉を捨てつつ瓶に飾り始める。

満足いくアレンジになり、ニッコリ。

マキ　　　　かわいく出来たっと。

　　　　　　　　　マキ、瓶に入り切らない分の花（瓶に活けられている分より多い）を、

花屋の包装紙に巻き込んで、ペダルペールに勢いよく突っ込む。

力強く閉まる蓋。ペールを台所へ。

次に花を活けた瓶を持ち、あちこちの場所においてみる。

マキ、ちらっと寝袋を見るが、気にしていない。

マキ　　　東吉、いないんだ、じき帰ってくるよね。

と、チャイム。

　　　　　　　　　マキ、イヤホンで音楽を聴いている為、聞こえていない。

もう一回チャイムが鳴る。

倉矢　　　（声のみ）あれ。鍵開いてますね…お邪魔しますよ。（入る）遅くなりました倉矢電器です。

マキ　　　（聞こえていない。）

倉矢　　　（背後から）あのー、すみませーん。倉矢電器ですけどー！

マキ　　　（聞こえていない）

倉矢　　　あのおー！ってばですよ！あのー！

マキ　　　（ようやく気付き、片方のイヤホンを外して振り向く）

倉矢　　　倉矢電器ですけ……。あっ、れー……。

マキ　　　どなた？電器屋さん？

倉矢　　　この前と違う。

マキ　　　え？

倉矢　　　い、いえいえ。ご存知かどうか、多分知らない方がいいんですけど、実は先日エアコン取り付けの、キャンセルのキャンセルによるトラブルのため、影響から営業時間が来てしまいまして、結局本日に。（早口で目を一切合わせない）

マキ　　　え？何？

倉矢　　　いえその、エアコンの取り付けです。今日は、他のお宅の依頼が多かったものですから、こんな時間になりましたが、早速始めさせて頂きますのでよろしくお願いします。

マキ　　　今から取り付けやるの。困ったなあ、彼、まだ帰ってないし、夕ご飯のしたく始めちゃったんだけど。

倉矢　　　でも西行さんは、遅くてもいいから今日来てくれとおっしゃってるんですよ。

マキ　　　そうなの？私聞いてないもん。

倉矢　　　そうおっしゃられましても…分かりました、先に別件の仕事を済ませて、西行さんが戻られる頃、またお伺いします。じゃっ。

倉矢、始終気まずそうにしたまま、去っていく。

　　　　　

マキ　　　来てもらってもご飯になっちゃうよ。東吉に言ってまた今度にしてもらおっと。

　　　　　　　　マキ、再びイヤホンを耳へ。

　　　　　　　　結局花瓶をテーブルに置き、向きを調整している。

　　　　　　　　マキが完全に寝袋に背を向けたと同時に、ぐにゃりと動く寝袋。

　　　　　　

と、玄関でドアノブをいじる音。完全に壊れた音。

　　　　　　　　トン吉がカズを連れて帰って来る。

トン吉の声　　ついに鍵壊れちゃったよ、いい加減直してくれって言ったのに、あの大家……とりあえず上がってください、カズ先輩。

カズの声　　　そ？じゃあ。でさー、参ったわけよ。ホント、飯はまずいわ、点滴は痛いわ、入院なんてろくなもんじゃねえぞ。

トン吉の声　　退院、おめでとうございます。

カズの声　　　新聞読んだ？

トン吉の声　　いいえ。

　　　　　　　　マキ、台所へ消える。

カズ　　　（入ってきて）ボス捕まっちった。

　

トン吉　　は。　

カズ　　　波止場でサツにそっくりパクられたんだと。もしあの時車に轢かれてなかったら、危うく俺も捕まるところだったよ。ある意味お前に感謝な。

トン吉　　とんでもないです。

カズ　　　で、……どれ。

トン吉　　寝袋に押し込んでファスナー締めました。真っ暗だと、とりあえず大人しくなるもんですから。

カズ　　　あれかあ。

トン吉　　どうしたらいいか分かんなくて。

カズ　　　俺に相談されてもなあ。

トン吉　　いわば先輩にも責任の一端はあると思うんです。（テーブルを指して）この本さえなければ。

カズ　　　この場合は本を返しもせずに勝手に試したお前が悪い。

トン吉　　それはそうですけど、返したくても先輩入院してたじゃないですか。だから今日、返そうと思って。

カズ　　　動物になる催眠術だって？

トン吉　　はい。

カズ　　　どうしてそんな事。あの本にそんなの載ってなかったぞ？

トン吉　　本を返しに出ようとしたら、ヒナコさんが僕に掛けてみろって。彼女が動物になりたいって言い出して。試したら本当に掛かっちゃったんです。

カズ　　　動物になるのを見たがる奴ならいるけど、自分でなりたがるかね。何かあったの。

トン吉　　さあ。聞いた所で多分それ、嘘でしょうし。ただね、携帯が。

カズ　　　携帯？

トン吉　　彼女、ここ一週間、夜中じゅうずっとメール打つんですよ。その量が半端じゃない。僕、隣の部屋だったけど、音が気になって眠れませんでしたもん。

カズ　　　なんだそれ。

トン吉　　分かりません。ここんとこちょっと意味不明なんです。

　　　　　　　　トン吉、寝袋を開けてやる。

　　　　　　　　ムクリと身体を起こすヒナコ。

カズ　　　大丈夫か？よそ見たまま反応無いけど。 

トン吉　　こっちに興味が無きゃ無視するんですよあの動物は。

カズ　　　何の動物になったって？（ヒナコに）おーい…もしもし。

トン吉　　ニワトリです。

　　　　　　　　ヒナコ、素早く立ち上がり、

尖らせた手先でカズをつつく。

ヒナコ　　こっ。

カズ　　　……うわ。

トン吉　　結構フレキシブルっていうか、広い解釈のニワトリらしくて、手が羽になったりクチバシになったりします。ぼくもつつかれました、結構痛いです。

ヒナコ　　こっ、ここっ。

カズ　　　動物って、鳥じゃないか！俺、鳥苦手、っていうか嫌い！わ、来るな、来るな。

トン吉　　鳥怖いんですか。

カズ　　　ばかやろう、怖いんじゃない、嫌いなんだ！冷めた目付きとかクチバシとか、ウロコのびっしり付いた足、うわあ気持ち悪い！

トン吉　　落ち着いてくださいカズ先輩、ヒナコさんにウロコはありません。

　　　　　　　　トン吉達は、体を完全にヒナコの側に向けている。

　　　　　　　　マキ、台所から現れ、テーブルにランチョンマットを敷く。

カズ　　　お前が鳥っていうからもう鳥にしか見えねえよ。

トン吉　　そこまで鳥に見えるなんて…僕ってすごいかも。

カズ　　　うぬぼれてる場合か。あっ、こっち見た。早く元に戻せよ。

トン吉　　僕に集中してくれないんです。解こうとすると、すぐどっか行っちゃって。だから先輩呼んだんですよ。

カズ　　　だからって？

トン吉　　ヒナコさんそっぽ向かないように捕まえててください。

カズ　　　このニワトリを？

トン吉　　ヒナコさんです。

ヒナコ　　ここっ。

カズ　　　やだ。

トン吉　　カズ先輩、その偏見が目を曇らせているんです。よく見てください、これは人間です。

カズ　　　分かってるけど動きが鳥っぽいんだもん。

トン吉　　それを元に戻すために協力お願いしてるんですよ。

カズ　　　何で俺なんだよ！

トン吉　　話がループしちゃうでしょ！原因が先輩の貸した催眠術の本だからですよ！

カズ　　　そんなの言いがかりだ！

ヒナコ　　ここー！こここ！こけー！

　　　　　　　　ヒナコ、ばっさばっさと羽ばたき、トン吉とカズをつつく。

　　　　　　　　と同時に台所へ消えるマキ。

　　　　　　　　マキのいた場所まで走りこんで逃げ惑う二人。

トン吉　　こんなちっこいひとから逃げなきゃいけないなんて。

カズ　　　う、動きが読めねえ。

ヒナコ　　ここっ。

カズ　　　帰る！俺もう帰る！

トン吉　　帰らないで下さい、助けてくださいよ。

　　　　　　　寝袋のある側に追い詰められる二人。

　　　　　　　出てきてパックの漬物をテーブルに置くマキ、

再び台所へ消える。

　　　　　　　同時にテーブル側まで逃げ込むカズ。

カズ　　　助けたいのは山々だけどニワトリはちょっと。

トン吉　　だから、これは人ですってば！

ヒナコ　　こっ、ここっ、こっ。

カズ　　　痛て！痛て！こいつさっさとシメて鶏鍋にしちまえよっ！

　　　　　　　　カズ、奥の部屋に逃げ込み、ドアを閉める。

ヒナコ、外からドアをつついている。

なお、ドアは死角になっていて台所側からは見えにくくなっている。

トン吉　　ちょっともう、先輩。出てきてくださいよ、先輩ってば。

　　　　　トン吉、ドアに向かおうとし、

初めてテーブルセットと花瓶に気付く。

トン吉　　……これ…？ 

　　　　　　　　　トン吉、箱を手に取り、ふたを開ける。

トン吉　　それに、この箱は、ベーカリーピピネラ……何で？

と、マキ、包丁を持ったまま台所から顔を出し、

背を向けてテーブルを見ているトン吉を発見。

両耳のイヤホンを外し、トン吉の背後から近寄る。

　　　　　　　　嬉しそうに自分の両手を胸の前に合わせているが、

その手には包丁が握られたままである。

マキ　　　東吉！

トン吉　　（振り向くと包丁）うわあああっ！

マキ　　　お花キレイでしょ。

トン吉　　……あっ、…あ…？

マキ　　　来ちゃった。

トン吉　　（あっけにとられて思わず会釈）

マキ　　　ウォークマン聴いてたから全然気付かなかったよ、いつ帰ってきたの。ドア開いたから入っちゃったけど、いいよね。

トン吉　　えっ。（さっと目をドアに向け、戻す）

マキ　　　どうしたの。ああ、これ？ごめん、危ないよね。（と包丁を台所へ。）

　

　　　　　　

　　　　　　　　トン吉、絶句したままマキの動きとドア前のヒナコを交互に見ている。

　　　　　　　　ヒナコは部屋の外（死角）でドアをつつくのに熱中している。

　　　　　　　　

　　　　　　　　異変に気付き、小さくドアを開けて中から様子を伺うカズ。

　　　　　　　　トン吉、カズを見る。

　　　　　　　　カズ、あごでマキを指し、「誰」と目で聞く。

泣きそうな顔をするトン吉。とりあえず首を振って見せる。

トン吉、ヒナコを指差し、「部屋の中へ入れろ」というゼスチャー。

カズ、おびえて首を振る。

マキ　　　でも結構片付いてるじゃない？東吉、部屋が汚いから誰も呼べないって。片付けに行くって言うのも断るし、どんなひどい部屋かと思ったのよ。

トン吉　　………。

マキ　　　どうしたの？

トン吉　　え！えっと、

マキ　　　（ニッコリと）驚いた？驚いたよね。だって、驚かそうと思って来たんだもん。ね、東吉、驚いた？

トン吉　　……驚いた。

マキ　　　ほんと？こっそり来た甲斐あったな。

ヒナコ　　（ドアに集中したまま）こっ、ここっ。

マキ　　　えっ？

トン吉　　こっ、ここっ！の場所、どうやって。だって、教えてないのに。

マキ　　　前、一緒に会った時、アパートから歩いていけるゲーセンの話をしてくれたでしょ。ゲーセンの名前も言ったじゃない。すぐ分かったよ。

トン吉　　ゲーセンの周りにあるアパート全部調べたの？

マキ　　　本当は、しあさってが丁度いいのにね。でも待ち切れなくなっちゃって。

トン吉　　丁度いいって？しあさってって？

マキ　　　やだ、私達が付き合って半年目の記念日じゃない。

トン吉　　……え？

マキ　　　早いね、もう半年。

トン吉　　……半年？

マキ　　　そうよ、半年前、今夜暇なら飲まない？って電話くれたわ。東吉、初めて私と会ったコンパの時、いろんな女の子に携帯の番号聞いてたのに、その中からひとり、私を選んで電話してくれた。嬉しかったなあ。それから私たち、いっぱい会ったね。

トン吉　　確かに、遊びに行ったり、一緒に飲んだりはしたけど、それは。

マキ　　　東吉もてるから、最初は悩んだんだよ？他の子と浮気してるんじゃないかって。

　　　　　でも、お部屋もそんな感じじゃないし、安心した。いい？絶対浮気しちゃやだよ？これでも私、怒ったらとっても怖いんだから。

トン吉　　今すでに十分怖い……。

マキ　　　え？

トン吉　　（愛想笑いで首を激しく振る）

トン吉、カズを見る。

ヒナコを指差し、二度目の「部屋の中へ入れろ」というゼスチャー。

カズ、やはり首を振る。

　ヒナコ、トン吉の方向に顔を向け、向かってくる素振りを見せる。

焦っているトン吉をよそに、すくっと立ち上がるヒナコ。

トン吉　　あっ！ヤバイ、たっ、

マキ　　　え。

トン吉　　（カズに小声で）もう限界ですっ。今すぐ入れていいですか！ 

カズ　　　（無言で首を振る）

マキ　　　ええっ。（と真っ赤になって手で顔を覆う）

トン吉　　もう待てません、早く入れないと！

マキ　　　ここで。そんな、はずかしい。

ヒナコ　　ここっ。（死角から顔が出そうになる）

トン吉　　わーっ！

　　　　　　　　トン吉、振り向きかけたマキに回り込んで抱きつき、視界をさえぎる。

マキ　　　東吉、だめだよ、そんな。

トン吉　　お願いだから！ちょこっとだけでいいから！こんなんじゃ僕、もう持ちませんよ！

マキ　　　ここじゃだめよ！

トン吉　　（素で）えっ？

　　　　　　　　カズ、顔を出したまま躊躇している。

　　　　　　　　と、興味がカズに向くヒナコ。目が合い、思わずドアの奥へ後ず去るカズ。

　　　　　　　　ドアの隙間から潜り込んで消えるヒナコ。

カズの声　　ひええええ！

トン吉　　　（悲鳴を消すように）わあああああーっ！

トン吉、マキを突き離すとドアの所までダッシュ、

背中越しにドアを完全に閉めてゼーゼー言っている。

マキ　　　　東吉？

トン吉　　（ドアに背を貼り付けながら）な、何でもないよ。おどかしちゃった？ごめんねっ。

マキ　　　ううん、いいの、ちょっとびっくりしたけど。

トン吉　　そ、そう。

マキ　　　でも意外でドキドキしちゃったな。だって東吉ったら強引なんだもん。

トン吉　　えっ……。

マキ　　　もう、そんな所でぼんやり立ってないで、座って座って。東吉、お腹すいたでしょ。約束の肉じゃが作ろうと思って買い物してきたの。

トン吉　　約束っ？

マキ　　　ほら、前に私が「肉じゃが得意なんだ」って言ったら、「じゃあ今度作ってよ」って言ったじゃない？

トン吉　　わー…それは楽しみ……。

マキ　　　よかった、喜んでくれて。本当はね、ちょっと迷惑だったかなって思ってた所なんだ。あとね、これ買ってきたよ。ベーカリーピピネラ好きって言ってたでしょ？クッキーだよ。ご飯食べてから、二人でゴロゴロしながら食べるの。よくない？

トン吉　　はあああ。（頭を抱える）

マキ　　　ビール出そうか。何にもおつまみないけどコンビニのお漬物食べる？沢庵好きだったかな。

トン吉　　（ひらめく）ごめん、実は僕、沢庵アレルギーで食べられないんだ、それと最近、ビールより焼酎派でさ。でもここにはないし、困ったなあ。

マキ　　　なんだ、じゃあ今から違うおつまみと焼酎買ってきてあげるよ。

トン吉　　そんなのダメだよ、悪いよ。

マキ　　　やだな、私たちにそんな遠慮は要らないじゃない。急いですぐ戻ってくるから。

トン吉　　いやすぐにだなんて困る、

マキ　　　え？

トン吉　　ぼ、僕のために急いだせいで、事故にあったりして欲しくないんだ。

マキ　　　東吉、やっぱり優しいね。すごく嬉しい。

トン吉　　気をつけて。ゆっくりでいいから。すっ……ごく、ゆっくりでいいからね。

マキ　　　うん。

　　　　　　　　　　マキ、買い物に出て行く。

トン吉　　……何ならそれっきり戻って来なくたって、いいんだよお……。

　　　　　　　　トン吉、奥の部屋のドアを小さく開ける。

誰も出てこないため、中に入ってみる。

　　　　　　　　間。

　　　　　　　　トン吉、カズに背後からウメボシを掛けられたまま出てくる。

トン吉　　あいだだだだだ。

カズ　　　何をやってんだお前はよおーっ！ニワトリは部屋が暗いから大人しくしてるけどさー！そんな事より何なんだ今のはっ！

トン吉　　だって、だってですよお？

カズ　　　だって何だよだって！

トン吉　　僕のせいじゃないですって。

カズ　　　おおっ？その口か？その口が言っちゃうかね？

トン吉　　とにかく！あの子は今出て行きました、だから今のうちに。

カズ　　　そうだ今のうちに！

トン吉　　僕逃げますんで後はよろしく！

カズ　　　コラ待てや。

トン吉　　とりあえず、ここカズ先輩んちって事にしていいですか？僕、腹壊して帰ったって事で。

カズ　　　表札見りゃあバレバレだろーがよ。何だってお前はそう、その場しのぎの事しか考えねえかなあ！

トン吉　　（きぜんとして）しのいで今までやって来たんです僕はっ！

カズ　　　だったらここまでだな。

トン吉　　助けてくださいよう。

カズ　　　何でえ？

トン吉　　彼女、僕と付き合ってると思ってるんですよ、なのに部屋に別の女がいたら面倒でしょう。いくら隠しても、見つかるのは時間の問題じゃないですか。

カズ　　　そんなのお前の自業自得だろう。

トン吉　　彼女が納得すれば、今日の所は帰ってくれるはずなんです。一言、（部屋のドアを指差し）あれは先輩の彼女だって、言ってくれるだけでいいんです。

　　　　　

カズ　　　やだよ、あの女やばそうだもん。ごまかしなら、（ドアを指差し）あいつに言わせりゃいいだろう。

トン吉　　ニワトリに演技が出来ますか。そうさせたいなら元に戻すのを手伝ってくださいよ。

カズ　　　うるさい、こんな事に俺を巻き込むなっ！

ヒナコ　　こけーっ！

カズ　　　どわー！

　　　　　　　　ヒナコ、開けっ放しのドアから飛び出して走り回る。

　　　　　　　　逃げ惑うカズ。

ヒナコ、タオルや毛布を持ち出している。

トン吉　　ちょっとヒナコさん！それ、僕の、

ヒナコ　　こー！こー！ここーっ！

トン吉　　ごめんなさい。

カズ　　　（ひるみつつ）ひるむなよ！

　　　　　　　　ヒナコ、荷物やタオル類を自分の周りにぐるりと並べ始める。

　　　　　　　　ボールを大事そうに抱えるヒナコ。中央で動きを止めじっとしている。

カズ　　　おい、トン吉、まさか、これ。

トン吉　　…巣だ。

カズ　　　巣だな。てことは卵だよな。

トン吉　　動きが限られている今なら。

　　　　　　　　トン吉、すっとヒナコの面前へ。

　　　　　　　　人差し指を目の前に突き立てる。

トン吉　　よく見て。

ヒナコ　　（無視）

トン吉　　ヒナコさん、僕の指をよく見て。

ヒナコ　　ここー！（つつく）

トン吉　　痛った！どう思います？目ェ狙ってきましたよ！

カズ　　　おいトン吉。

ヒナコ　　こーこここっ。

　　　　　　　　ヒナコ、さらにぎゅっとボールを守る仕草をする。

トン吉　　ほら、ヒナコさん、ボールはなして、こっち見てください。

カズ　　　まてよ。

トン吉　　え。

カズ　　　なんだかさ、かわいそうじゃねえ？あんなに一生懸命暖めてるのに。

トン吉　　…あのー。先輩、鳥嫌いなんでしょう？

カズ　　　そうなんだけどさ。

トン吉　　冷静になりましょう。あれは人間で温ったまってるのはテニスボールです。そしてこれは巣じゃなくて僕の持ち物です。

　　　　　　　　トン吉、攻撃をかわしつつタオルを剥ぎ取っていく。

ヒナコ　　こー！ここー！ここー！

カズ　　　壊すのか？すっごい怒ってるけど。

トン吉　　最後にタマゴを取り上げます。ショックを受けてる隙に捕まえてください。

カズ　　　だけどさあ。

　　　　　　　　カズ、ヒナコに目をやる。

　悲しそうにボールを守り、カズを涙目で見つめるヒナコ。

　　　　　　　　カズ、きゅんとなって思わずトン吉をはたく。

トン吉　　せっ、先輩っ？

カズ　　　なんて奴だ！お前はもっと適当で優柔不断で情に流されやすいスケコマシのやわな男だと思っていたぞ！あの時のお前はどこへ行ったんだ！

トン吉　　全部マイナス要素じゃないですか！

カズ　　　なんとも思わねえの？親鳥が、雛の誕生を待ちわびて、じっと卵を温めている。邪魔も入るだろう、天敵も襲ってくる。だけど、体を張って卵を守っているんだ。だけど、その卵は、実はもう孵らねえんだ。奴はそれを知らない。我が子に会いたい一心で、ただただ、無心に孵らぬ卵を温める親鳥。何て愛だ。何て切ない愛だ。

トン吉　　水をさすようで何ですが、人がボール持ってるだけですけど。

カズ　　　だってお前！お前よう！こりゃあ立派な親じゃねえか！そりゃ、こいつは今ニワトリに成り切ってるだけかもしれねえ。でも、成り切りでこんな風に卵を守る親になれるなら、ここに愛があるなら、どうして俺はあの時、子供の頃に……。俺だって、このボールみてえに暖かく守られたかった。こんな風に愛されたかったんだ。

トン吉　　先輩。

カズ　　　分かっているんだよ。こんなの、こいつのただの思い込みの愛でしかなくて、…俺が勝手に昔の自分と重ねて悲しくなってんだって事は。だけど…偽りなのに、思い込みなのに、それでもやっぱりうらやましくて、悲しくて。だとしたら、俺の欲しい愛に意味なんてあるのか……？そもそも、愛って一体何なんだ？

トン吉　　…………。

　　　　　　　　ヒナコ、大事そうに撫で回していたボールを落とす。

　　　　　　　　跳ねて転がるボール。

　　　　　　　　ヒナコ、楽しいらしくボールをついて遊び始める。

　　　　　　　　間。

トン吉　　……本当、愛って一体何なんでしょうねえ。

カズ　　　やばい、別の意味で涙出てきた。

マキの声　ただいまー！

二人　　　！

マキの声　　あのねえー、お金足りなかったから戻ってきちゃったのおー。

トン吉　　　早っ！どうしよう！ど、どうしよう！先輩！とにかくコレは彼女って事で！

カズ　　　　やだってのに！

マキの声　　東吉？誰かいるの？

トン吉　　　わあああ別に別に！何でもないんだー！

　　　　　　　　トン吉、とっさにヒナコを奥の部屋へ押し歩かせ、

「巣」を丸めて放り込んで、ドアを閉める。

　　　　　　　　カズ、（その必要は無いが）隠れ場所が無くなり、あたふた。

　　　　　　　　寝袋の中に潜り込んで隠れる。

トン吉　　ちょっと、先輩隠れなくても、

マキ　　　（入ってきて）お金足りないんじゃしょうがないよね。買ってくるの、また今度でいい？

トン吉　　（寝袋を転がしながら）う、うん。

マキ　　　それ、なに。

トン吉　　アメリカで話題沸騰のトレーニング器具。（と、ごろごろ）

マキ　　　ふうん。やってみていい？

トン吉　　腕が太くなるからよしたほうがいいよ。

マキ　　　え？

トン吉　　これやると、腕とか足とか太くなるの。やばいよー？

マキ　　　足や腕が細い子が好きなの。

トン吉　　君はそんな事気にしなくていいんだよ。

マキ　　　（声が変わる）……そっか。細い子が好みなんだ。

トン吉　　え。

マキ　　　つまりは気にはならないけど、本当は私がもっと細い方がいいって言いたいんでしょ。雑誌モデルみたいにガリガリの女がいいって言うこと？本当は私なんかより、コンパの時ベタベタしてきたヒロカって子の方が良かったんでしょ。あの子細いのに胸大きいもんね！

トン吉　　違うよあれはオイルパットだった、（口を押さえる）そうじゃない、そんなんじゃない全然違うよ！君と比べて何か言った訳じゃないんだ！ただ、

マキ　　　ただ、私は東吉の理想じゃないって事なんでしょ！じゃあどうして私と付き合うの！私、もっとキレイになりたいのに傷つく様な事言わないで！（大泣き）

トン吉　　ね、ねえ、外に音が。

マキ　　　周りなんて私達には関係無いじゃない！それとも何、世間体とかそういう事大事にするの。

トン吉　　わ、悪かったからさ、大声で泣かないでくれるかな。ごめん。謝るから。

　　　　　　　　この間、カズは転がってその場を逃げようとしている。

　　　　　　　　しかし、トン吉は逃げないよう何度も引き戻す。

　　　　　　　　マキをなだめて寝袋の上に座らせるトン吉。

マキ　　　……もう意地悪言わない？

トン吉　　いっ意地悪う？（またマキが泣きそうになる）言わない言わない！

マキ　　　本当？

トン吉　　うん。

　　　　　　　　と、奥の部屋のドアの内側から「どん」と、ヒナコが体当たりする音。

　　　　　　　　２、３度続く。　　　　　

マキ　　　何の音？

トン吉　　わーっ！（マキがドアに向かうより先に顔を抱え込んでキス。）んーっ！ばっ！あ！口紅ずれてて眉毛が無くなってその上鼻毛が！ 

マキ　　　嘘っ！ 

トン吉　（さらに袖で）ごしごしごし、あー、直してあげようとしたら、もっとひどくなっちゃった！化粧やり直さなきゃね！洗面台あっち！

マキ　　　待ってて、きれいな私になって帰ってくるから！

　　　　　　　　マキ、洗面台のある方へ消える。

　　　　　　　　トン吉、棒状に固まっているカズの寝袋を揺する。

　　　　　　　　

トン吉　　先輩。先輩、今のうちです、出てきてください。

カズ　　　いいんだ、俺はもうここから出ねえよ。このまま今日一日やり過ごすんだ。（と、ごろごろ）

トン吉　　この部屋でゴロゴロする人なら、もう間に合ってます。

カズ　　　お前が悪いんだぞ。もういいじゃん、お前、あいつと付き合ってることにすれば。

トン吉　　ええーっ！

カズ　　　気に入ったから遊んでたんだろ。このまま、付き合ってると思わせておけばいいんだよ。

トン吉　　それとこれとは別です。僕は誰とも付き合ったりしませんよ。……彼女の方も、その辺を分かってると思っていたんだ。

カズ　　　じゃあそう言ってやれば。

トン吉　　いや、それも･･･だって、かわいそうだし。

カズ　　　は？お前、馬鹿か？

トン吉　　とにかく、急がないと戻って来るんです、協力してくださいよ。

カズ　　　俺はニワトリを彼女に持った覚えは無い。

トン吉　　聞いて下さい。まずすべき事を考えました。あの子がヒナコさんとガチ会わなきゃ最悪の事態だけは回避できるはずなんです。

カズ　　　まあ、そりゃあ、そうだ。

トン吉　　でも、ニワトリ化したヒナコさんを外へ出す訳にはいきません。つまり、今回の問題のネックはヒナコさんなんです。彼女がニワトリになったが為に、厄介な事になっているんですよ。

カズ　　　てか問題のネックはお前だろ？

トン吉　　それを差っ引かないと話が進みませんよ。

カズ　　　差っ引くか？それを。

トン吉　　いいですか。僕は部屋から出られない。先輩はニワトリを連れ出せない。だったら、まずヒナコさんを何とかして人間に戻し、先輩と一緒に、こっそり外へ避難するんです。

カズ　　　こっそりったって、お前。

トン吉　　もし、途中であの子に見つかっても、ヒナコさんが人間なら先輩は「彼女」だって、ごまかしてくれるんでしょ？ニワトリが嫌なだけなら、そういう事になりますよね？

カズ　　　お？…おお。

トン吉　　…実は、問題は、むしろカズ先輩にあるんですよ。

カズ　　　なんだって？

トン吉　　だってそうでしょう。カズ先輩ともあろう人が、どうしてニワトリ如きを意識してるんですか。僕は悲しいっすよ。

カズ　　　…うっ。そ、それは……。

トン吉　　分かりますか？先輩のほんの少しの勇気で、ヒナコさんがニワトリから人間に戻りさえすれば、先輩に恐い物なんて、もう何も無くなるんです！そう、カズ先輩は無敵の男になるんです！

カズ　　　俺が、無敵…。

トン吉　　はい！無敵です！

カズ　　　よおーし分かったあ！トン吉、あのニワトリを引きずり出せっ！

トン吉　　了解しました、先輩！

　　　　　　　　トン吉、部屋のドアを開ける。

　　　　　　　　ボールを持ってあたりを伺いながら出てくるヒナコ。

トン吉　　逃げないように捕まえてくれればいいんです。

カズ　　　わかってる。

トン吉　　ヒナコさん、そろそろ終りましょ。

ヒナコ　　こっ！　

　　　　　　　　ヒナコ、さっとカズの背後へ張り付く。

　　　　　　　　

トン吉　　卑怯な、先輩を盾に。

カズ　　　ひいいいいっ。やっぱ、ダメっ。

　　　　　　　　カズ、ヒナコから離れようとする。

　　　　　　　　しかしぴったり付いてきてカズの背後に回るヒナコ。

　　　　　　　　カズが必死に逃げれば逃げるほど、影のように背後で付けまわす。

　　　　　　　　それを追いかけるトン吉。全員でぐるぐると回る事になる。

トン吉　　先輩！止まって！ヒナコさんは背中にくっ付いていれば安全と思ってます、その隙に。

カズ　　　だってえ！

トン吉　　ニワトリを克服して伝説の一ページを飾りましょうよ！カズ先輩！ 

カズ　　　（止まって）…伝説……急げよ。

　　　　　　　　カズ、びくびくとしゃがむ。

　　　　　　　　その上から顔を出し、回り込んだトン吉をじっとにらんでいるヒナコ。

　　　　　　　　固まって動かずに、トン吉を励ますように見守るカズ。

トン吉　　……いい？この指を見て。（指を鳴らす）あなたは人間です。人間に戻ります。僕が今から三つ数えると、人間に戻っていきます。１．２．３。

ヒナコ　　こけー！（３と同時に背中を向けて後ろへ飛び去る）

カズ　　　わはははは！俺は人間だー！

トン吉　　何で先輩が掛かってんすか！僕は解きたいんです、掛けたいんじゃありません！

カズ　　　なに焦ってんだよ兄弟。俺様は人間だぜ？人間に戻ったんだぜ？

トン吉　　はいそうですね、良かったですね。（テーブルの沢庵を食べ始めるヒナコに）ああもう、ヒナコさん、ちょっと。

カズ　　　人間。ほら、人間。いいだろー、人間。

トン吉　　先輩、後にしてください。今はあっちが先です。

カズ　　　俺は人間だっつってんのが分かんねえのかゴラア！

トン吉　　あー！もういやー！

　　　　　　　　と、洗面台から絶叫が響く。

マキの声　　東吉いいーっ！なんなのおーっ！これええーっ！この女物の歯ブラシいーっ！

トン吉　　　しまった！洗面台にはヒナコさんの……！

　　　　　　　　絶叫の意味に気付いたトン吉、顔をこわばらせる。

頭を抱えて右往左往。

が、すぐに行動に移る。

　　　　　　　

とっさに沢庵を寝袋に放り込むトン吉。

沢庵を食べようと、寝袋に潜り込むヒナコ。

　　　　　　　　トン吉、馬乗りになって寝袋のファスナーを締める。

　　　　　　　

次に開いた部屋のドアの前に立つ。

カズが「人間はいいぞう」などと近づいた所を

蹴っ飛ばして部屋へ放り込む。

ドアを閉めると、呼吸と服の乱れを整え、平静を装う。

ドスドスという足音。

　　　　　　　　能面のような表情で戻ってくるマキ。

　　　　　　　　手にはサンリオのかわいらしい歯ブラシとコップ。

マキ　　　……これ、なに。

トン吉　　ポムポムプリン。

マキ　　　これなに。

トン吉　　は、歯ブラシとコップでした。

マキ　　　誰の。

トン吉　　僕の。

マキ　　　…………。

トン吉　　サンリオグッズ結構好きだよ？集めてるんだ、ほら、キティちゃんとか、ポムポムプリンとか、……キティちゃんとか。でも君からしたら、そういう男は幻滅かな。やっぱそうだよな、僕なんて。

マキ　　　（慌てて）そ、そんなことないよ、そういうのって、かわいいかも。

トン吉　　ほ、本当？ほっとしたなあ。（と、本当の意味でほっとする）

マキ　　　だけどこれの他に電動歯ブラシも別にあったんだけど、

トン吉　　（食い込んで）両方使ってるの本当に。で、歯ブラシが、どうかしたの？

マキ　　　ううん、何でもない。別にいいんだ。これ戻してくるね。

トン吉　　よろしく。

マキ　　　（テーブルの漬物に気付く）あれ。沢庵どうしたの。

トン吉　　ああ、食べちゃった。、おなかすいちゃっ、（はっとする）

マキ　　　……東吉、沢庵食べられないって。なのに沢庵が。

トン吉　　好きになったの！沢庵大好きっ！

マキ　　　沢庵アレルギーだって、さっき言ったんだよ。

トン吉　　でもアレルギー治ったの、急に！気合で治ったの！君だって僕が治ったなら喜んでくれるだろう？じゃあ全然オッケーじゃないか！

マキ　　　（空気のにおいをかぐ）あ、沢庵のにおいが。

　　　　　　　　マキ、嗅覚にしたがって追跡。

　　　　　　　　寝袋にたどり着き、引っぺがすマキ。

　　　　　　　　ヒナコ、沢庵をかじり掛けたまま出現。

　　　　　　　　間。

　　　　　　　　

トン吉、マキ、固まる。

　　　　　　　　静寂の中、ヒナコが沢庵をかじるポリポリという音だけが響く。

ヒナコ　　……ここっ。

マキ　　　　いやあああああ！

　　　　　　　マキ、台所に駆け込んで包丁を手に戻ってくる。

トン吉　　いやあああああ！

マキ　　　どういう事！

トン吉　　どういう事！

マキ　　　私死んでやるんだから！動かないで！

トン吉　　動かないで！あああのね、違うから。大丈夫だから。

マキ　　　何が大丈夫なのよ！

トン吉　　落ち着いて、何もないんだ！

マキ　　　当たり前よ何かあったら、あなたから刺すわ！

ヒナコ　　こーここっ、こっここー。（のんきに二人の前を移動）

マキ　　　何よこの女。バカにしてるの？

ヒナコ　　こけーっ！

　　　　　　　　ヒナコ、マキを突付いて攻撃、ぱっと退く。

マキ　　　痛っ！なにすんのよ、やる気っ？

トン吉　　待って悪気は無いんだ！実は彼女はニワトリなんだよ！

マキ　　　そんな嘘付いてまでこの女かばう気？やっぱりそうなのね、こいつ浮気相手なのね！

ヒナコ　　ここっ。

トン吉　　違うよニワトリだよ。

マキ　　　ひどい、東吉まで私をバカにする気！

ヒナコ　　こけーっ！（ばさばさと逃げる。）

マキ　　　逃げるの！

　　　　　　　　マキ、ヒナコを追いかけ回す。

　　　　　　　　

トン吉　　大変だ……どうしよう。落ち着け、落ち着くんだ。こうなったら…封印を解くしかない！

　　　　　誰か！誰かーっ！人間様はいませんかあーっ！

カズ　　　はあーい！

　　　　　　　　カズ、ドアを開け、登場。

マキ　　　誰？

トン吉　　この人が今から真相を説明するから、刃物、しまってくれるかな、危ないから。

マキ　　　え？

カズ　　　やあトン吉君。人間様の俺様に何の用かな？

トン吉　　（耳打ちで）カズ先輩を人間と見込んでお話があります。

カズ　　　ほうほう何だね。

トン吉　　人間には人道というものがありますよね？で、例えば誰かがとても困っているとします。先輩は人間として、彼をどうしてやるべきだと思いますか？

カズ　　　そりゃお前、人道に従って助けてやるさ。

トン吉　　ですよねー、さすが人間です。で、困っているのって、実はこの僕なんですよ。先輩が、「うん」って頷くだけで僕は助かるんですけど、お願い出来ます？

カズ　　　それだけでいいの。「うん」って頷くだけで。お安い御用さ。

トン吉　　助かります。（マキに）今から説明するからよく聞いて。きっと、それで誤解が解けると思うんだ。あの女の子が僕の部屋にいるのはね、先輩が連れてきたからなんだよ。

マキ　　　どういう事。

トン吉　　（咳払い）カズ先輩、僕は、浮気なんてしていませんよね？

カズ　　　「うん。」

トン吉　　（ヒナコを指し）彼女と僕は、付き合ってなんかいませんよね？

カズ　　　「うん。」

トン吉　　ほらあ。納得した？

マキ　　　……ていうか、ピンと来ない……。

トン吉　　何を言っているのさ、彼は僕の証人なんだよ？

マキ　　　ねえあなた、今の話本当なの？

カズ　　　「うん。」

マキ　　　絶対？

カズ　　　「うん。」

マキ　　　でもあなた東吉とは知り合いなんでしょ？

カズ　　　「うん。」

マキ　　　本当は頼まれて嘘付いてるんじゃないの？

カズ　　　「うん。」

マキ　　　え？

カズ　　　「うん。」

トン吉　　（同時に）えー、質問を変えます！先輩はさっき、たまたま家に遊びに来ただけですよね、

カズ　　　「うん。」

トン吉　　　別に嘘付く為に呼ばれた訳じゃありませんね。

カズ　　　「うん。」

トン吉　　つまり僕は最初から浮気なんてしていないし、

カズ　　　「うん。」

トン吉　　ましてや誰かを騙そうなんて、していませんよね？

カズ　　　「うん。」

トン吉　　全ては本当の事ですよね？

カズ　　　「うん。」

トン吉　　あの子は僕とでなく、アナタと付き合ってるんですよね？

カズ　　　ううん。

トン吉　　せ、先輩？もっぺんいきますよ。

カズ　　　「うん。」

トン吉　　あの子はアナタの彼女で僕とは無関係ですよね？

カズ　　　ううん。

トン吉　　お願いしますよ、先輩は彼女と付き合ってるんですよ。人道を忘れたんですか？

カズ　　　何で人間の俺様がニワトリなんかと付き合うんだ。お前、何考えてんだ変態趣味か？

トン吉　　先輩。

カズ　　　俺は人間の尊厳を失ったりしない。それこそが、人道ってもんだ。いいか、もう一度言う！俺とあいつは、一切無関係だーっ！うわはははは！

トン吉　　ここに真の敵がいたとは…封印して置けばよかった！

マキ　　　……東吉…。（ビッとカズを指差し）あなた！

カズ　　　お、俺？

マキ　　　あなた東吉の先輩なんでしょ？私を騙した上に東吉をあんなに落ち込ませて！許せない！許せないわ！

カズ　　　どーなってんだお前の頭ん中ーっ！…ま、待てっ、俺は人間だぞ！人間様にこんな真似していいと、

マキ　　　また訳分かんない事言ってバカにして！（刃物を向ける）

カズ　　　きゃーっ！

ヒナコ　　こーっ！こけーっ！こけーっ！

　　　　　　　　マキ、カズをおい回す。

　　　　　　　　それにつられて羽ばたいて走り回っているヒナコ。

　　　　　　　　その光景に「あー。」と言ったきり頭を抱えるトン吉。

カズ　　　女ーっ！人間様を追いまわすとはどういう了見だーっ！来るな、刺さる刺さるってば！

トン吉　　先輩、ワルでしょう。何もそこまで怖がらなくても、

カズ　　　ばかやろう怖いんじゃない、嫌いなんだ！俺はプッツン刃物女って奴が、ニワトリよりも嫌いなんだよーっ！

トン吉　　先輩、プッツンなんて今時言わない……。

マキ　　　待ちなさい！

カズ　　　いやー来ないでーっ！

　　　　　　　　カズ、玄関から外へ逃げ出す。それを追うマキ。

　　　　　　　　ヒナコ、盛り上がる対象がいなくなり、走り回るのをやめ、うろうろし始める。

　　　　　　　　静寂とヒナコのこっこっと言う声。

　　　　　　　　耳に手を当て、二人が行ってしまった事を確認するトン吉。

　　　　　　　　間。

トン吉　　（玄関へゆっくり歩き始める）…か……カギ、閉めちゃおうっかな。

カズ　　　んがああーっ！

　　　　　　　　トン吉が玄関へ消えた瞬間、猛ダッシュで戻ってくるカズ。

　　　　　　　　吹っ飛ばされるトン吉。

トン吉　　そ、そうだカギ壊れてたんだっけ。

カズ　　　（ぜーぜー言いながら）まさか俺もろとも締め出そうなんて思ってなかったろうな。

トン吉　　ととととんでもない。ドア、どうしましょ、カギが、

カズ　　　早くしろチェーンでいいから！ドアチェーンだよ！

トン吉　　はいっ！

　　　　　　　　トン吉、玄関に消え、ドアチェーンを掛けて戻ってくる。

　　　　　　　　へとへとで椅子にしがみついているカズ。

カズ　　　…い、いいかトン吉っ。プッツン女とニワトリってのは恐ろしいんだ。何故かっつーと、全く言葉が通じない。その上、殺意があろうが無かろうが、とりあえず刺す。あいつらは、プッツンしてる状態が気持ちいいから正気に返らないんだ。ターゲットをブスーッ！と、やるまではなっ。

トン吉　　……あの子は？

カズ　　　そこの立体駐車場で巻いてやったよ。今ごろ一台ずつ車の下のぞいてんじゃねえの。ああやだやだ。

トン吉　　そうですか、まずは良かった。

カズ　　　良かっただとお。人間様をこんな目にあわせやがって。てめー、トン吉の分際で人間を何だと思ってやがるんだ。

ヒナコ　　こけこっこー！

トン吉　　そうだ何一つ解決してないんだ……はあああ、考えろ、対策を考えるんだ。

カズ　　　コラ、トン吉、人間様の俺様をなめるなよ？

トン吉　　待って下さいよ、さっきから人間人間ってね、アナタは元々最初から（ひらめく）…本当に、人間でした？

カズ　　　……なに？

トン吉　　自信無くなってきたなあ。カズ先輩って、人間でしたっけ。

カズ　　　バカにすんじゃねえ。俺は紛れも無く、

トン吉　　おっかしいなあ。人間って、アレが出来るんですけど。

カズ　　　アレ？

トン吉　　はい。（ヒナコを指して）アレ。

ヒナコ　　こここっ？

カズ　　　アレが、どうだっていうんだよ。

トン吉　　ニワトリ捕まえられない人間なんて、この世にいないんじゃないでしょうかね？

カズ　　　…………。

トン吉　　先輩ってニワトリ全然ダメだったような気がしたんですけど、僕の記憶違いだったかなあ。

カズ　　　きっ……記憶違いに決まってんだろう。俺は、俺はだな、

トン吉　　捕まえてみてくれます？

カズ　　　うっ。

トン吉　　ああ、ごめんなさい、やっぱいいです。無理強いは良くないですもんね。…人間じゃない、カズ先輩。

カズ　　　ば、馬鹿にすんな、その位簡単だ！

トン吉　　いえ、いいんです、もう。今の事は忘れてください。無し、もう無しです、人間じゃない、カズ先輩。

カズ　　　くっそおおお！こ、これを見ろ！

　　　　　　　　カズ、ヒナコに勇気を振り絞って駆け寄り、何故か握手する。

カズ　　　…頑張ってください。

ヒナコ　　こ。

カズ、息切れして戻ってくる。

カズ　　　……どうだ。

トン吉　　違うでしょ。捕まえるのと違うでしょ。もう一度行ってきてください、捕まえるんです。

カズ　　　あそこまで行って？あいつ捕まえて？ここまで歩いて来るの？……遠っ！

トン吉　　十歩も歩かないじゃないですか！

カズ　　　脚疲れたあーん。

トン吉　　だったら、歩かなきゃ捕まえてくれるんですね。

カズ　　　決まってんだろ。

トン吉　　それは頼もしいです。ええとね。

　　　　　　　　トン吉、マキが持ってきたクッキーの箱を開け、テーブルに置く。

カズ　　　クッキー？

トン吉　　釣りです。

カズ　　　釣り。

トン吉　　ヒナコさん、今日も朝からまともに食べてないんで、絶対釣れます。

カズ　　　とことん生活しない奴だな。

トン吉　　ほら、気付いた。

　　　　　　　　ヒナコ、クッキーの所まで寄って来る。

　　　　　　　　ボールを持っていない片手を伸ばしてクッキーを取り、食べ始める。

トン吉　　お願いします。

カズ　　　…………。

トン吉　　やっぱりダメですか、そりゃあそうですよね、分かりますよ。人間じゃない、カズ先輩。

カズ　　　んだとコラア！俺は人間だああああ！

　　　　　　　　カズ、ヒナコに突進、羽交い絞めで持ち上げる。

　　　　　　　　ヒナコ、目がてんになっている。

トン吉　　……釣れた。

カズ　　　トン吉、早くしてくれ。

トン吉　　ヒナコさん、僕の指を見て。

ヒナコ　　（顔をそむけてボールを見ている）

トン吉　　ボール、返してもらうよ。

ヒナコ　　こー！ここー！

　　　　　　　　トン吉、ようやくボールを奪い取り、ヒナコの目の前に突きつける。

ヒナコ　　…………。

トン吉　　そう。ボールをじっと見て。じっと見て。どんどん見てると、まぶたが重くなっていきます。そう。目を閉じて。

ヒナコと、ついボールに集中したカズ、目を閉じる。

トン吉　　僕が三つ数えると、あなたは元に戻ります。にんげ（カズを見る）三つ数えると、元の状態にもどり、気分良く目を開けることが出来ます。……１・２…３。はい、目を開けてください。

　　　　　　　　ヒナコ、カズ、目を開ける。

　　　　　　　　まだ羽交い絞めと吊り下がりの状態の二人。

ヒナコ　　……何か、肩こり治りそう。

カズ　　　おろしていい？

ヒナコ　　速攻お願い。

　　　　　　　　カズ、ヒナコから手を離す。

　　　　　　　　トン吉、安堵のため息をつき、ぐったり。

トン吉　　……疲れた。今度こそ疲れた。

ヒナコ　　そ？おもしろかったよ。どんどん役に入り込んで行くっていうか。

トン吉　　入り込んでたから、あんなに駄々こねた訳。はい。（とボールを渡す）

ヒナコ　　いらないよ。はい。

トン吉　　あんなに御執心だったのにね。（テーブルに置く）

ヒナコ　　醒めちゃえばこんなもんでしょ。でも面白かったな、もうちょっと遊んでても良かったのに。

カズ　　　何言ってんだ、はた迷惑な。

トン吉　　先輩が言いますか。

ヒナコ　　どうするの、あの女の子。

トン吉　　ああまだその問題が残っていた……あれ？覚えてるの。

ヒナコ　　役に入り込んでるだけだもん、覚えてるよ。で、どうする？あの子本気だよ。

トン吉　　どうって。

ヒナコ　　私どうするって聞いてるの。･･･どうする。

トン吉　　ヒナコさん。

　　　　　　　　と、チャイム。

　　　　　　　　顔を見合わせる三人。

　　　　　　　　再び、チャイム。

さらに、今度はドアをあけようとするガチャガチャという音。

緊迫する三人。

カズ　　　き、来たのかっ？

トン吉　　チェーンが掛けてある以上、少なくとも中に入る事は出来ません。

倉矢の声　　あれー？ごめんくださーい！倉矢電器ですー。西行さん、もう帰っておいでですかー、

カズ　　　倉矢？

トン吉　　そっか、頼んでたんだ、エアコンの取り付け。

ヒナコ　　忘れてた。

カズ　　　追い返せよ。

トン吉　　いくらなんでも門前払いは…とりあえず中に入れますよ。

トン吉、チェーンを外しに消える。

やがて、倉矢が再び訪問。

倉矢　　　や、どうもどうも、おじゃまします、倉矢電器です、お嬢さんさっきは、（ヒナコに気付き）……あっ、れー。

ヒナコ　　え。

倉矢　　さっきと違う。…い、いえいえ。ご存知かどうか、多分知らない方がいいんですけど、実は一度お伺いしたんですけど、その、事情がありまして一度撤収もう一度再来といいますか、はははは。（早口で一切目を合わせない）

ヒナコ　　トンちゃーん、このひとさっきも来たんだってー。

トン吉の声　　えー、そうなの？

　　　　　　　　トン吉、玄関から戻ってくる。

　　　　　　　　その真後ろに、ぴったりと取りついているマキ。

トン吉、気付いていない。

トン吉　　あのさ、それで悪いんだけど、倉矢さん。またちょっと取り込んでてさ、軽く打ち合わせだけにしたいんけど。

三人　　　…………。

トン吉　　何？

カズ　　　……こういう状態、何て言うんだっけ。

ヒナコ　　「志村、後ろ後ろ」

カズ　　　それだ。

トン吉　　え？

　　　　　　　　トン吉、振り返る。

　　　　　　　　マキ、後ろに回した手から、ぬらりと包丁。

　　　　　　　　全員固まっている。

　　　　　　　　四人を交互に見る倉矢。

倉矢　　　……お取り込み中のようですので、今日は失礼しまーす……。

カズ　　　あーっ！東京フレンドパークのスタジオ観戦に遅れちゃう！ってな訳で、どけ、このっ！

　　　　　　　　カズ、倉矢を吹っ飛ばして、逃走。

トン吉　　せせ先輩っ！

カズの声　　パッジェーロ、パッジェーロ。（フェードアウト）

倉矢　　　待って下さい私も急ぎの用事が！

トン吉　　（倉矢の足にしがみ付く）待って。帰らないで、頼むから居なくならないでくれ。

倉矢　　　いえいえお客様、私がいちゃ邪魔でしょう！

トン吉　　このまま帰ったら親会社にクレームつけるぞ！首にさせるぞ！絶対仕事して貰うからな！

倉矢　　　わっ、分かりましたよ、でも仕事終ったらすぐ帰りますからね。（と仕事に取り掛かる）

トン吉　　よろしく頼む。

マキ　　　なによ、私よりエアコンの方が大事なの？

トン吉　　いやむしろ僕の命が大事。

マキ　　　説明して。どうしてこの女が居るの。

トン吉　　僕らは何もないんだ。ただ、頼まれちゃって。

マキ　　　私だってお家に連れてってって頼んだじゃない。でも場所さえ教えてくれなかった。どうしてこの女だけ。

ヒナコ　　私組織に追われてるの。だからかくまってもらってるの。

マキ　　　またそんな嘘を！

トン吉　　ヒナコさんややこしくしないでくれるかな。

ヒナコ　　嘘じゃないよ、私たち本当に何も無いの。

マキ　　　嘘よ、寝袋があるって事は泊まってるって事だわ、泊まってるんでしょ、正直に言って。

ヒナコ　　うん泊まってる。

マキ　　　いや！そんなの信じない！

ヒナコ　　どっちやねん。

トン吉　　このひとが寝袋で寝てて、僕は向こうのベッドで寝てるんだ。何もありはしないよ。

マキ　　　東吉だって男だもん。この女と二人で居たらわかったもんじゃないわ。

トン吉　　それはないよ、この人と約束してるし、それにそうならないように、ちゃんとよそで（口を押さえる）

マキ　　　他所に浮気相手がいるの！？誰！私の知ってる人！

トン吉　　いや大丈夫だよ別に誰って決まってる訳じゃ（口を押さえる）

ヒナコ　　（ぼそっと）私トンちゃんのそういう所好きよ。

マキ　　　いやあ！もういやあ！私死んでやるんだから！この部屋で死んでやるんだから！

トン吉　　やめてくれよ僕の部屋で死ぬ死ぬいう奴はもう間に合ってるんだ！

このやり取りの間、実は仕事をさせてもらえていない倉矢。

何か作業をしようとすると、マキが包丁持ったまま突っ込んできたり、

トン吉が倉矢を盾にしたり、さらにはヒナコが工具箱を物色したりと

必ず邪魔されてしまう。

ついにキレる倉矢。

マキから包丁を奪い取り、トン吉にドリルドライバーを突きつける。

倉矢　　　（にこやかに）すいませんがいい加減邪魔しやがるとドタマ穴あけてヒモ通してストラップにしちまうぞこの野郎なんですけど！

トン吉　　何気にせつないからそれはやめて。

倉矢　　　私はさっさと終らせて帰りたいんです！そこどいて。あとお嬢さん。こんなものを振り回しちゃいけませんよ。僕を刺さないと約束してくれますか。

マキ　　　……うん。

倉矢　　　ならいいんです。（包丁を返す）

トン吉　　何返してんだコラー！ね、ねえ、包丁はやばいよ。

マキ　　　私だってどうしていいかわかんないよ！東吉、二人の時はあんなに優しかったのにどうして？どうして他の女なんかと。こんな扱い耐えられない！

トン吉　　まって、君だって大事なんだ。

マキ　　「だって」？

トン吉　　いや、そうじゃなくて、よく聞いて！こんなのもうよそうよ。今の君は君らしくないよ。だって、僕と二人でいる時の君はいつも笑顔で、子リスみたいで可愛かったじゃないか。僕はただ、あの時の君に戻って欲しいだけなんだ。またあの笑顔を見せて欲しいんだ。

マキ　　　東吉。

トン吉　　だから、とにかく落ち着いて話を聞いてくれよ、みゆき。

マキ　　　………………。

トン吉　　僕の話を聞いてくれるね？みゆき。

マキ　　（ドスの効いた声で）……私、マキ。

トン吉　　……きゃあああ。

マキ　　　東吉。一緒に死んで。

トン吉　　そのフレーズも間に合ってます。

ヒナコ　　トンちゃん、これは天罰よ。

マキ　　　何よ他人事みたいに！

ヒナコ　　私、あなたがうらやましいよ。どうしてここまで正直に自分をぶつけられるのか。

マキ　　　……分かった風に言わないで、あなた、どうして彼女持ちに手を出すの。私を傷つけて、東吉を困らせて！私が東吉の彼女なのよ、知らなかった訳じゃないでしょ。それを横から入り込んで、隠れてこそこそ会ってたくせに、

倉矢　　　よしましょう、もうどうにもならない。

マキ　　　……え？

倉矢　　　成り行きを見てて思ったんです。問題は、この人じゃありませんよね。お気付きですよね。

マキ　　　なによあなた、関係無いでしょう。

倉矢　　　ええ、差し出がましいのは承知です。でも、黙っていられなくて。……実は私、全く逆の経験がありまして、…だから私も、勘違いしてしまった。苦い思い出です。

トン吉　　倉矢さん。

倉矢　　　無関係の立場で見て、だからこそ分かる事がある……気持ちの流れに行き来がない、一方通行っていうか。今のあなた、一人で空回ってる。まるで、誰も来ない部屋を暖め続けている、エアコンみたいなんです。

マキ　　　そんな……。

倉矢　　　西行さん、あなたは全部濁したまま、彼女…マキさんに期待ばかりさせている。一体、何をどうしたいんですか？

トン吉　　……ちょっと待ってよ、

倉矢　　　気付けないのは彼女です、でも、彼女を招いたのはあなた、違いますか？

トン吉　　……僕は別に騙したり傷つけるつもりは、始めからないんだよ？彼女を傷つけようなんて。

ヒナコ　　つもりなんて関係無いよ……。

トン吉　　………。

倉矢　　　今度こそ本当の事を伝えてあげたらどうでしょう…他に誰がマキさんに本当のことを言えるんですか？

マキ　　　あなたたち何なのよ、私に何か恨みでもあるの！ねえ東吉、さっきから何言ってるの、私、意味がよく分からない。だって、だって私、東吉がこんなに好きなんだよ？東吉も好きって言ってくれたじゃない！

トン吉　　言ったかもね。……でも、君と付き合いたいなんて言葉は一言も言ってない。

マキ　　　……え。

トン吉　　好きって言えば付き合ってる事になる訳？僕は誰にだって言ってるよ、好きって思ったなら、何人にでも好きだってね。

マキ　　　うそよ。東吉は、私にだけ……、

トン吉　　もっとさ、大人かと思ったんだよね。会って楽しかったのにさ。ずっと一緒に遊べたのに。

　　　　　こういう面倒な子だって分かってたら、何度も会ったりしなかったのに。

マキ　　　何が違うの、「付き合う」って何なの……東吉。

トン吉　　さあ。…なんだろうね。君には関係ないんじゃない？

　　　　　　　　間。

トン吉　　僕をどうする？

　　　　　　　　マキ、包丁をテーブルへ。トン吉に手をあげようとする。

　　　　　　　　トン吉、頬を打ちやすいように少ししゃがんでやる。

　　　　　　　　マキ、あらためて手を振り上げる。間。

　　　　　　　　手をトン吉の首に回し、軽い抱擁。走り去る。

トン吉　　…………。

倉矢　　　あのっ。これ（仕事）、途中ですいませんけど、失礼します。

ヒナコ　　え。

倉矢　　　このバッグって……、（マキのバッグを拾う）

ヒナコ　　本当だ、彼女の。

倉矢　　　あそこまで人を好きになれる人って、何だかショッキングです。どうやら私、彼女に、いえその……失礼します！

　　　　　　　　倉矢、マキを追いかけ、去る。

ヒナコ　　へえ、何があるか分かんないね。トンちゃん、大丈夫？

トン吉　　（ぐったりしている）

ヒナコ　　ぶたれた方が、よかった？

トン吉　　…………。

ヒナコ　　傷つけるのって傷つくのかな。…トンちゃんにしては誠意あったんじゃない。 

トン吉　　はは、よしてよ。

ヒナコ　　うらやましいな、本当。

トン吉　　え。

ヒナコ　　教えて。「好き」って、何。トンちゃんはいっぱい使う言葉なんでしょ。

トン吉　　どうしたの。

ヒナコ　　好きって、突き動かされる立派な理由になると思ってたの。…なのに皆つらいだけじゃない。じゃあ好きって、一体何なんだろうって。

トン吉　　僕が知りたいや。ごめんわかんない。

ヒナコ　　いいのよ聞いてみただけだから。

トン吉　　……どうして？

ヒナコ　　え。

トン吉　　ここへ来た理由と関係あるの？何があってここへ来たの。

ヒナコ　　……それはもう…。

トン吉　　とても興味があるんだ。それに、ヒナコさんが心配だよ。これでも何日か暮らした仲だからね。ヒナコさんはどうかわかんないけど、僕ヒナコさんって、好きだよ。

　　　　　

ヒナコ　　そりゃあ、ありがとう。

トン吉　　この部屋だってさ、別に好きなだけいればいいよ。もう砂糖なんかで僕を脅さないでさ。

ヒナコ　　……え…。

トン吉　　発想が子供っぽい所いいなあって思うよ。本当は組織なんかに追われてないだろ。最初から分かってたけどね。

ヒナコ　　…………。

トン吉　　力になれる事があるなら手伝うし。そうだ、僕を選んだ理由だって知りたい。僕が誠実でない男だから？他には全然ないの？ね、どうしてここに来たんだよ、そろそろ話してくれてもいいだろう。僕の中では、ヒナコさんって結構特別な所にいるんだよね。

ヒナコ　　…………。

トン吉　　何？

ヒナコ　　ついさっき何があった？そうやってさあ、

トン吉　　うん……でも、別だよ。ヒナコさんは別じゃないか。

ヒナコ　　言うんだよね、で、私も嬉しかったりさ、でもあなたのそれ、本当かわかんない。

トン吉　　わかんないかなあ。

ヒナコ　　目を見るんだよね。みるんだ。…にてるの。どうして？

トン吉　　え。

ヒナコ　　にてるの。どうしてにてるの。どうしてみてるの。みてないくせに。

トン吉　　見てないって？みてるよ、

ヒナコ　　……ココニイマス。

トン吉　　……え。

ヒナコ　　ココニイマス。

トン吉　　なにが？ここって、ここ？

ヒナコ　　ココニイマス。ココニ。ここ。ここっ。ここっ。

トン吉　　ちょっと待った、ええっ？何でえっ！

　　　　　　　　頭を抱えるトン吉をよそに、ばっさばっさと羽ばたいて走り回るヒナコ。

　　　　　　　　置きっぱなしのボールを手にする。

　　　　　　　　カズ、戻ってくる。

カズ　　　パッジェーロ、パッジェーロ。よ、悪いな。もう終った？

トン吉　　はあ、ですが、また元に。

ヒナコ　　こけーっ！

カズ　　　……パッジェーロ、パッジェーロ。（逃げ出す）

トン吉　　ちょっと先輩、逃げるなーっ！

　　　　　　　　明かりが変わる。

　　　　　　　　　　　　｛５｝　　

立ち尽くすとトン吉の脇を歩き回っているヒナコ。

カズ、メモ帳を手に、現れる。

カズ　　　それで、その相手ってのが、勤めてる会社の他に、サイドビジネスで飲食店もやってた。女は会社での部下だけど、周りには内緒で店の売上も管理してたらしい。そのうち、お約束通り、向こうの女房とか、周りにバレかけてさ。ヤバイってんで、男は急に及び腰になるよな？ザザーッと引きまくった訳。女は、会社を辞めさえすりゃ関係が続くと思い込んだおバカさんだった。結果男の思う壺で、だから女は店の売り上げ持って逃げた。ん？何で金持って逃げるんだ？

トン吉　　賭けですかね。

カズ　　　賭け？

トン吉　　男からの反応を待ったんでしょう。百五十万盗まれたとしても、男は二人の関係を秘密にしたい以上、被害届けなんてだせませんし。ただ、向こうがヤケっぱちになればそれも分かりません。ある意味追われていたってのは本当みたいですね。

カズ　　　だから、お前の所に潜り込んで、携帯握りしめて待ってた所か。

トン吉　　もう着信拒否くらってるのに、見ない振りしてメールをいっぱい打ってた。

カズ　　　高い手切れ金でいいなあって思うけどなあ。俺だったらラッキーってんで、貰っちまうよ。

トン吉　　体を張った賭けをあっさり蹴られちゃ…ヒナコさん今も認めたくないんですよ。

カズ　　　ああ、そうそう。そのヒナコって名前だけど。

トン吉　　いえ、いいです。

カズ　　　え。

トン吉　　本当かどうかって事ですよね、それなら別に。

カズ　　　そ。ま、ざっとだけど、こんな所かな。

トン吉　　色々調べてくれてありがとうございます。

カズ　　　…で、どうするよ。あれ。

トン吉　　自分からああなっちゃったものは、誰かがどうにかできるものじゃないですよ。

カズ　　　どっちにしろ、こいつがこの部屋にいる理由はもう無くなったな。何なら身内に引き取らせようか？俺、探せるけど。

トン吉　　……にてるって、言ったんです。にてるって、僕に似てるってことですよね。

カズ　　　お前じゃなくて、この部屋にくっついたんだよ。

トン吉　　知ってます。

カズ　　　そのくせ、物を考えない方法を覚えたもんだから、ああなって自分をお前に押し付けたんだ。置いとく義理はないよな。

トン吉　　でも、……。

カズ　　　あのさ、俺わかんねえし余計なお世話だろうけどよ、このまま考えずにずっとってのはさ。困った事をほっとくのは、しばらくは楽だろうけどさ。…お前の事を言ってんだよ？

トン吉　　…………。

カズ　　　ま、用があったら連絡しな。

トン吉　　ありがとうございます。

カズ　　　俺、あいつ嫌いじゃないよ。ニワトリじゃなきゃ。じゃあな。

　　　　　　　　カズ、去る。

　　　　　　　　しばらく静寂が続く。

トン吉、椅子に座る。

　　　　　　　　長い時間、ぼんやりと正面を見つめている。

　　　　　　　　ヒナコ、別の椅子の上に、そっぽを向いてしゃがむ。

　　　　　　　

　　　　　　　　トン吉の携帯が鳴る。

トン吉　　もしもし、ああ、元気、久しぶり。ごめん、悪い、今、ちょっと暇じゃなくて。また誘ってよ。じゃあね。

　　　　　　　　　トン吉、携帯を切る。

トン吉　　勘なんだけど、多分今の子はもう掛けてこないと思う。前はよく会ってた子なんだけどね。

　　　　　　　　　　間。

トン吉　　……チャットをしてる時、さぞかし物の考え方が、君の彼氏に似ていたんだろうね。それとも会って目で見てから僕に決めた？選ばれたって事は、ヒナコさんの言うとおり、僕はろくな男じゃなかったらしいや。

　　　　　　　　　トン吉、ウォールポケットから札束の入った封筒を取り出す。

トン吉　　これ。どうするか決めたら。君が取ってきたんだから。もう誰も取りに来ないし。

ヒナコ　　　………………。（トン吉に投げ付ける）

トン吉　　どういう事。

ヒナコ　　ここっ。

トン吉　　ここにいることを選んだって訳？逃亡者の次は、ニワトリとして。

ヒナコ　　ここっ。

トン吉　　言っとくけど、もしそうなら僕はニワトリに気兼ねなんてしないよ。君を追い出してトラブルなく女を連れ込む事だって出来る。この金だって…今から僕が、おごるから遊ぼうって連絡取れば、みんな集まってくれるだろうな。

トン吉、携帯をかけるそぶり。

ヒナコは、じっと見ている。

　　　　　　　　トン吉、掛けるのをやめて、携帯をしまう。

トン吉　　君のせいなんだよ。君が来てから、誘いの半分は断っているんだ。だって君はいつだって何かやらかすから忙しくて。そしたら友達が半分に減った。そして半分の半分のさらに半分に、……すぐに忘れられる。皆にとっての僕って携帯のメモリーの中にしか居ないのかなあ、連絡取らなきゃ、消されちゃうんだ。すぐにいなかった事にされてく。

　　　　　　　　トン吉、ヒナコがしゃがんでいる椅子に近づく。

ヒナコ、ボールを守るしぐさ。

トン吉、ヒナコの腕を掴んで、ボールを取り上げる

ヒナコ　　…………。

トン吉　　でも君とは…。焦らないんだ、肩の力がさ、抜けたんだよ。ああ、気にしなくていいんだって。いい風に見せなくても、ヒナコさんは笑ったから。

　　　　　　　　ヒナコ、立ち上がりトン吉を避ける。

　　　　　　　　トン吉、それを追う。

トン吉　　いい？ずっとそうしていたくても、いつかは醒めるんだよ。なのにどうして。男を待つ為なの。忘れる為なの。いつ気付いた？いつ、無かった事にされたって、捨てられたって、待ってても無駄だって、気付いた？ここに来てから？ここに、来る前？

　　　　　　　　トン吉、ヒナコに近づく。

　　　　　　　　ヒナコ、後ずさる。

トン吉　　どうしてニワトリじゃなくて本物の自分を預けてくれないんだ？僕に分かるのは君に利用されてるって事だけなんだよ。でも、それだけじゃないって、僕は、

ヒナコ、奥の部屋へ逃げ込む。トン吉、ドアをこじ開ける。

トン吉　　僕は信用できない？できないよね。分かってる、分かってるけど！

　　　　　　　　トン吉、ボールをかざす。ゆっくり下がってボールを見ているヒナコ。

トン吉　　この部屋は、……僕は、ヒナコさんにとって、醒めたら意味の無くなる、テニスボールみたいなものなのかどうか、知りたいんだ。君の夢の一部に過ぎないのか、知りたい。

　　　　　　　　トン吉、ボールを差し出す。

トン吉　　分からない？これは君なんだ。君が待ってた男にとっても、君はこのボールみたいに、

　　　　　　　ヒナコ、ボールを押し返し、外へ駆け出して行く。

　　　　　　　　トン吉一人がのこされる。

　　　　　　　　トン吉、ボールをじっと見、奥へと投げ付ける。

椅子に身体を投げ出し、しばし放心。

明かり、かわる。

マキ、玄関からではなく、部屋の隅から現れる。

マキ　　　付き合うのって、実は簡単だった。両方がまた会いたいって言えばいいの。別れるのはもっと簡単。片方が、もう会いたくないって思うだけでいいの。

トン吉　　…………。

マキ　　　東吉。私、今でもやっぱりあなたが好き。でもね、あなたは嘘つきだから。

トン吉　　僕が？まさか。

マキ　　　だって、私にだって今も優しい。

トン吉　　…………。

マキ　　　私はもう大丈夫だよ。倉矢さんがいるから。

トン吉　　そうなんだ。

マキ　　　警戒して欲しくないから、折角報告に来たのに…。

トン吉　　警戒だなんて…よかったじゃん、おめでとう。

マキ　　　そうやって、無かった事にして、前みたいな暮らしに戻る気？楽しかったんだろうけど。

トン吉　　君には悪いんだけど、難しく考えてもつまんないだけだろう、みんなは、相手が僕じゃなきゃいけない訳じゃない。僕もそれでかまわないよ。

マキ　　　私ね、バカみたいでしょ、だってまだ東吉の事が心配なの。東吉は、また人の事をうやむやにするもの。心配なの。こんな事をくりかえして、最後に誰があなたを覚えてくれるの。

トン吉　　僕は彼女を追い詰めてしまったんだ。もう戻ってこないよ。

マキ　　　だって、荷物が置きっぱなしじゃない。どこへ行けるって言うの。

トン吉　　……あ、

マキ　　　アドレスは？メール打ってあげなよ。

トン吉　　…………。

マキ　　　シカトされてもいいの。届けばいいのよ。言葉をくれる人がいるだけで。ここにいるからって。

トン吉　　…………。

マキ　　　……東吉？

トン吉　　……ここに…います。

マキ　　　え？

トン吉　　ココニイマス。ここに、…ここって、そう言ってた。

マキ　　　…………。

　　　　　　　トン吉、あせる手でヒナコの携帯にメールを打つ。

　　　　　　　着信音が、荷物の中から聞こえる。

顔を見合わせるトン吉とマキ。

トン吉　　……行かなきゃ。

マキ　　　どこへ。

トン吉　　分からないけど、駅へ。…そうだ、

トン吉、携帯を掛ける。

トン吉　　もしもし先輩、お願いが。ヒナコさん出てっちゃって、先輩にも見付けるのを手伝って…こんな時に何言ってんですか！先の事は僕だって分かりませんよ。そりゃ、僕を選んだ理由…もしかしたら僕は、本当に昔の男に似ていたのかも知れない。だけど、だとしたら、そいつとたった一つ違っている事がある。……僕は、彼女を探します。

トン吉、携帯を切る。

　　　　　　　　マキ、ゴミ箱の傘を渡す。

トン吉　　……え。

マキ　　　外、雨だよ。

トン吉　　ありがとう。

マキ　　　やっぱり東吉は好きだな。

トン吉　　そういう事いっちゃダメだよ。……じゃあ倉矢さんはどうなの。

マキ　　　倉矢さんはね、私の名前をいっぱい呼んでくれるんだ。あなたと違って。

トン吉　　なら僕の負けじゃん。……あのさ、僕、

マキ　　　なに？

トン吉　　……勿体無いことをしたかもしれない。

マキ　　　じゃあ手遅れよ。

トン吉　　やっぱり僕の負けか。

　　　　　　　　トン吉、去る。

マキ　　　倉矢さんに会いたくなっちゃった。

　　　　　　　　外。激しく雨が降っている。

　　　　　　　　傘をさして、走り回るトン吉。

　　　　　　　　手がかりは無い。

　　　　　　　　と、携帯が鳴る。

トン吉　　はい、すみません面倒掛けて。先輩今どこに。ええ、僕は今、駅の先の。はい。僕もまた連絡します。（切る）

　　　　　　　　雨音がひびく。

　　　　　　　　見上げるトン吉。

トン吉　　「いつまでもずうっと、雨」……違う、ヒナコさん。今だけだよ。

　　　　　　　　トン吉、再び走ろうとする。

　　　　　　　　と、携帯がなる。

　　　　　　　　急いで出るトン吉。

トン吉　　もしもし先輩？……いた！？一時間前に？…万引きい？走って？……え。

　　　　　　　　トン吉、携帯を切る。呆然と前方を見つめる。

　　　　　　　　ヒナコ、ゆっくり歩いてくる。

　　　　　　　　片手に、ピピネラのメロンパン。

　　　　　　　　トン吉の正面で止まる。

　　　　　　　　パンをトン吉の口元に。

　　　　　　　　トン吉、一口かじる。

トン吉　　…………。

　　　　　　　　ヒナコ、さらにパンを無言で差し出す。

　　　　　　　　トン吉、食べる。

トン吉　　戻ってきてくれたの。

ヒナコ　　…………。

　　　　　　　　パンを差し出すヒナコ。

　　　　　　　　食べるトン吉。

トン吉　　はは、このパンびしゃびしゃだ。

ヒナコ　　……傘をあなたの部屋に忘れたことを思い出したの。そしたら、全部醒めちゃった。

　　　　　醒めちゃったの。とってもいい夢だったのに。

トン吉　　…………。

　　　　　　　　トン吉、何か言おうとする。

　　　　　　　　ヒナコ、パンをトン吉の口に。

　　　　　　　　トン吉、仕方無しにかじる。

ヒナコ　　トンちゃん、私、パンを盗んで追われているの。

トン吉　　じゃあ、いっしょに謝りに行こう。

　　　　　　　　ヒナコ、パンをトン吉の口へ持っていこうとする。

　　　　　　　　その手を取って、引き寄せるトン吉。

　　　　　　　　ヒナコを抱きしめる。

　　　　　　　　暗転。

　　　　　　　　　明るくなる。

　　　　　　　　　部屋には、椅子にふんぞり返ったカズの姿。

　　　　　　　　　エアコンを取り付け作業をしている倉矢。

　　　　　　　　　

倉矢　　　うん、青い箱の中。そうそう、それ。…ちょっと手が離せなくてさ。頼むね。じゃあさ、場所、分かるよね、待ってる。

　　　　　　　　　倉矢、携帯電話を切る。

倉矢　　　すいません、工具、車に置いてきちゃって。車の中に待たせてる人が、今から届けに来ますけど、ご迷惑にならないようにしますから。

カズ　　　別にいいけど。…なに、彼女つれて仕事？やるねえ、付き合い長いの。どんな子。

倉矢　　　あの、僕の事は、もう。その話は照れちゃうんで。

カズ　　　あそ？じゃ、ま、ぱっぱと頼むな。

倉矢　　　やっと仕事させてもらえますね。仕事を持ち越してる間に入居者が変わるなんて、初めてですよ。

カズ　　　ここ空けるから、住まないかって奴が言った時は、面食らったけどな。ま、前住んでた所より広いから俺的にはラッキーなんだけど。

倉矢　　　それにしても、折角のエアコンをひとに譲ったりして。

カズ　　　引越し先、部屋のサイズがあわないんだとさ。バカだよ、あの売上金、小包で送り返しやがんだから。あれでもう一個買えばよかったんだ。

倉矢　　　はい？

カズ　　　落ち着いたら営業に行ってやれ。

倉矢　　　でも、どうして引っ越していかれたんです？

カズ　　　ナントカってパン屋の近くに住みたかったらしいぞ。

マキ　　　はあ。

カズ　　　それと、……ここはチャットルームだから、いつかは出なきゃいけないんだとさ。

　　　　　　　　音楽。

と、チャイム。

倉矢　　　来た。

カズ　　　おう、鍵開いてるから入りなー！

マキ、工具箱を持って登場。手にはカッターナイフ。

マキ　　　おじゃましまーす！（カズを見て）あー！お久しぶり、

カズ　　　いやあああーっ！！

カズ、飛び上がってベランダがあるであろう方向へ。

（ベランダから出て）客席を縫って逃げていく。

きょとんと顔を見合わせる倉矢とマキ。

ここはチャットルームではない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ＥＮＤ＝

PAGE  
1

